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表紙の題字・写真をお寄せください

連絡先：議会事務局 TEL.889-3097
　

FAX. 889-4499
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

次回定例会の開会予定
６月６日（火） 午前10:00

※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

　「
お
い
し
い
、
す
ご
く
お
い
し

い
！
」
収
穫
し
た
ば
か
り
の
焼
き

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
「
ホ
ク
ホ
ク
し
て

る
ね
」
「
薪
の
香
り
も
い
い
ね
」

と
保
護
者
も
大
満
足
で
す
。

　さ
て
、３
月
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

活
動
は
11
月
に
植
え
付
け
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
収
穫
し
、焼
き
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
小
学
５
年
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
り

小
学
６
年
生
〜
中
学
生
の
ボ
ー
イ

隊
が
畑
の
薪
を
集
め
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ス
タ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
火
を
起
こ

し
ま
す
。大
人
は
見
守
り
に
徹
し
ま

す
。「
そ
ろ
そ
ろ
焼
け
た
か
な
？
」

ボ
ー
イ
隊
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

美
味
し
く
焼
き
あ
が
り
片
付
け
ま

で
し
っ
か
り
出
来
ま
し
た
。
焦
げ

焦
げ
は
ご
愛
敬
で
す
。
子
ど
も
達

が
張
り
切
っ
て
動
く
姿
に
１
年
の

成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
が
で

き
る
南
風
原
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　南風原町功労・善行賞及び沖縄一・日本
一表彰式が令和5年3月30日に開催され、6
名の前議員の皆様が授章されました。
※功労表彰：町議会議員の職にあって12年以上の
　在籍の者

（左から）
金城好春（20年在籍）
宮城寛諄（32年在籍）
大城真孝（32年在籍）

玉城　勇（22年在籍）
大城　毅（24年在籍）
宮城清政（17年在籍）

受賞受賞

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

編

集
後

記

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
分
類
が
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
。
経
済
や
学
校
、
地
域
や

文
化
的
活
動
が
元
の
様
式
に
戻
る
。

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
で
、
給
食
や

行
事
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
表

情
・
表
現
力
を
豊
か
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
す
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
。

　３
年
間
の
財
政
健
全
化
計
画
を

終
え
、
国
保
特
別
会
計
の
累
積
赤

字
を
解
消
し
、
財
政
調
整
基
金
も

目
標
額
以
上
に
確
保
で
き
た
。
今

年
度
か
ら
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

も
必
要
な
予
算
を
配
分
し
、
元
通

り
の
運
営
が
期
待
さ
れ
る
。
子
育

て
環
境
で
は
、
出
産
育
児
一
時
金

が
50
万
円
へ
増
額
、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
の
増
設
、
高
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
助
成
な
ど
充
実
し
た

支
援
体
制
が
期
待
さ
れ
る
。

　今
年
度
も
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
基
に
、
皆
様
の
活
躍
を
祈
念
し

た
い
。

は
え
ば
る
議
会
だ
よ
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一般会計予算１５８億円
特別会計・企業会計 総額２２６億円

グラフと表でみる  歳入・歳出の推移

３月
定例会

魅力あるまちづくりを目指す予算編成

令和５年度  いま、町の財政は？
一般会計＋特別会計＋企業会計

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
５
年
度
予
算

第三次財政健全化計画期間終了　縮減予算の見直しも

３月２日（木）から３月28日（火）まで２７日間の会期で開かれました。
令和５年度予算を中心に審議し、５会計及び条例改正も含め（P5）全て
の議案を可決しました。
一般質問は３日間にわたり16名の議員が質問しました。

令和５年度は、第三次財政健全化計画期間修了後、初めての予算編成となった。計
画の影響で縮減していた予算の見直しも行われ、各種団体への補助金や自治会委託
料を含む46項目が見直された。　◇議会だよりも、ページ数を24頁へ増加。

会計 令和5年度 令和4年度 増減額 増減率
一般会計 158億4028万円 158億1556万円 2472万円 0.2％

特
別
会
計

国民健康保険 46億461 7万円 42億3019万円 4億1598万円 9.8％
後期高齢者医療事業 3億8437万円 3億3853万円 4584万円 13.5％
土地区画整理事業 6億7065万円 5億7708万円 9357万円 16.29％

下水道事業（企業会計） 10億6058万円 6億3029万円 4億3029万円 68.3％
合計 226億   205万円 215億9165万円 10億1040万円 4.7％

特別会計
予算書

一般会計
予算書

令和５年度の当初予算総額は…
226億205万円

（町民一人あたり55万9千円）
令和５年度沖縄振興特別推進交付金

（一括交付金）の交付額は…
3億5,218万円

令和５年度の町債・企業債（借金）は…
合計　5億9,770万円
一般会計……………2億8,380万円
土地区画整理事業…1,800万円
下水道事業…………2億9,590万円
※人口４万４４０人（令和５年３月末現在）

歳入

歳出

2023

0 50億 100億 150億 170億

2022

直近
５年平均

総務費 民生費 衛生費

■ 農林水産業費
■ 商工費

土木費

■ 消防費

教育費 公債費

■ その他■ 議会費

総務費 民生費 衛生費

■ 農林水産業費
■ 商工費

土木費

■ 消防費

教育費 公債費

■ その他■ 議会費

16億 78億 12億 10億20億11億

0.9億

13億 74億 11億 11億18億9.2億

5.5 億5.5億

5.0 億5.0 億

1.7億 1.4億 0.7億

1.3億 1.2億1.2億 0.6億

1.1億 1.0億0.8億 0.6 億
15億 79億 12億 11億23億9.8億 5.2 億5.2 億

2023

0 50億 100億 150億

2022

直近
５年平均

0.7億 2.8億

2.2億

1.0億

町税
国庫支出金 県支出金地方交付税

43億

43億

46億 14億 31億

33億

31億

25億25億 24億24億 12億12億

10.4億10.4億

9.6億9.6億

24 億24 億6.3億6.3億

4.8億4.8億

25億25億

23億23億 22億22億

13億

12億

■ 繰入金 ■ 町債（借入金）
■ その他①（分担金及び負担金、使用料手数料等） ■ その他②

　  （地方消費税交付金、地方譲与税等）

170億

項目 トレンド 2019 2020 2021 2022 2023
町税 41億 42億 42億 43億 46億
繰入金 1.0億 0.7億 0.5億 2.2億 0.7億
その他① 11億 11億 12億 13億 14億
国庫支出金 27億 29億 34億 33億 31億
地方交付税 21億 21億 20億 25億 25億
町債（借入金） 3.8億 3.4億 7.9億 6.3億 2.8億
県支出金 18億 21億 22億 24億 24億
その他② 8.0億 9.0億 8.9億 10.4億 12億
その他①は分担金及び負担金、使用料手数料等。その他②は地方消費税交付金、地方譲与税等。
町税収納率 トレンド 2017 2018 2019 2020 2021

98.90% 99.30% 99.40% 99.40% 99.50%

項目 トレンド 2019 2020 2021 2022 2023
議会費 1.2億 1.2億 1.2億 1.1億 1.7億
総務費 11億 12億 13億 15億 16億
民生費 68億 70億 76億 79億 78億
衛生費 9.6億 9.7億 12億 12億 12億
農林水産業費 1.0億 2.2億 1.0億 0.8億 0.9億
商工費 1.2億 1.2億 1.2億 1.0億 1.4億
土木費 9.3億 7.8億 8.3億 9.8億 11億
消防費 4.5億 4.8億 4.9億 5.2億 5.5億
教育費 15億 16億 18億 23億 20億
公債費 11億 11億 11億 11億 10億
その他 0.5億 0.5億 0.6億 0.6億 0.7億

町 税：みなさまからの税金

繰 入 金：町の貯金を下ろして使う金額

国・県支出金 ： 使う目的が決まっている国や県
からの補助金

地方交付税 ：自治体運営の均衡を保つため国
から配分される金額

町 債：町の借金

総 務 費：職員人事や役場全体の管理
民 生 費：お年寄りや児童福祉、保育所運営
衛 生 費：ごみ処理や予防接種
商 工 費：商工業や観光振興
土 木 費：道路や河川、公園の整備
消 防 費：東部消防への負担金
教 育 費：幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公 債 費：借金（町債）の返済
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国・県支出金 ： 使う目的が決まっている国や県
からの補助金

地方交付税 ：自治体運営の均衡を保つため国
から配分される金額

町 債：町の借金

総 務 費：職員人事や役場全体の管理
民 生 費：お年寄りや児童福祉、保育所運営
衛 生 費：ごみ処理や予防接種
商 工 費：商工業や観光振興
土 木 費：道路や河川、公園の整備
消 防 費：東部消防への負担金
教 育 費：幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公 債 費：借金（町債）の返済
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出産育児一時金
50万円に引き上げ

保育所運営事業 
事業費  3億2151万円

下水道事業 
事業費  3億362万円

議委員報酬  23年ぶりの引上げ職員定数増　219人から
250人

定年年齢が段階的に65歳に

国民健康保険税率改正

（区長）自治会事務委託料 
事業費  4827万円

（仮称）南風原町民体育館 
事業費  992万円

産業  地域ブランドの構築 
事業費  1781万円

町ホームページをリニューアル 
LINE機能の拡充

事業費  2188万円

地域子育て支援拠点事業 
事業費  2519万円

特定健診で500円のお米券 
事業費  120万円

予
算
・
条
例

令
和
５
年
度
予
算

条例の改正で何が変わるの？

　３月９日現在、待機児童数は32名。

　令和５年度から令和９年
度にかけ交付金を活用し
照屋、喜屋武、本部地区
の下水道整備工事を下流
側から実施する。

議　長　　  30万円 →        35万円　　　　　　
副議長　　  25万円 →        29万円
委員長　24万2千円 → 27万2千円
議　員　23万3千円 → 26万3千円

［改正の主な理由］
● 平成12年度から改正がない。
●  平成18年度に定数を6名減して16名となったが

人口は９４００人増加しており議員一人当たり人
口も増。

● 類似、近隣自治体より低額である。
● 議員活動、責務に見合った報酬。

　法律改正に伴う、国民健康
保険条例の改正により出産育
児一時金等の総額が令和5年4
月1日より42万円から50万円に
引き上げられました。

《 窓口》
国保年金課（保険給付班）  TEL：（098）889-1798

　町の人口増加や多様化、高度化する行政
サービスに応じた機構改革の推進するため
の改正。３年から５年かけて３１人増の２５０人
となります。しかし、職員１人あたりの人口
は類似団体と比較しても依然として最多で
ある。

　地方公務員法の改正により定年年齢引
上げを令和５年４月から段階的に引上げら
れ、令和１３年度以降から６５歳となります。

　本町の国保特別会計は、他の自治体の
中でも保険税率が低いことから赤字が続い
ている状況でした。そのため、県の示す税
率へ段階的に近づけていく税率改正必要に
なります。今回の改正で約８１００万円の税
収が見込まれます。

　令和２年度より据置きだった事務委託料
を令和５年１月末の世帯数で積算しました。
今回の見直しにより全自治体の委託料は、
総額400万円の増額となります。

事務割額　計算方法 （円）

　令和５年度に都市計画区域の変更、農業
振興地域からの除外、土質調査や測量等を
行います。

　販路開拓等に向け専門家の意見を取り入
れ販売力向上に繋げる。（東京ギフトショー）

　プロジェクトチームを立ち上げ次年度よ
り公開予定。LINE機能を拡充し登録数の増
加を図る。

公式LINE
QRコード

　地域子育て支援拠点を１設施設増設。
　保育士を配置し、相談等の対応を拡充。

（与那覇第2保育園  つぼみの広場）

　特定健診の受診率向上に向
けTポイントの付与から500
円のお米券に変わります。 待

機
児
童
解
決
に
向
け

　

事務割額 世帯割
１自治会あたり １世帯あたり

300世帯以上 105,000 140
101～299世帯 60,000 140
100世帯未満 45,000 140

暮らしに身近な予算 みんなのお金の使いみち
令和５年度
注目事業を
ピックアップ
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出産育児一時金
50万円に引き上げ

保育所運営事業 
事業費  3億2151万円

下水道事業 
事業費  3億362万円

議委員報酬  23年ぶりの引上げ職員定数増　219人から
250人

定年年齢が段階的に65歳に

国民健康保険税率改正

（区長）自治会事務委託料 
事業費  4827万円

（仮称）南風原町民体育館 
事業費  992万円

産業  地域ブランドの構築 
事業費  1781万円

町ホームページをリニューアル 
LINE機能の拡充

事業費  2188万円

地域子育て支援拠点事業 
事業費  2519万円

特定健診で500円のお米券 
事業費  120万円

予
算
・
条
例

令
和
５
年
度
予
算

条例の改正で何が変わるの？

　３月９日現在、待機児童数は32名。

　令和５年度から令和９年
度にかけ交付金を活用し
照屋、喜屋武、本部地区
の下水道整備工事を下流
側から実施する。

議　長　　  30万円 →        35万円　　　　　　
副議長　　  25万円 →        29万円
委員長　24万2千円 → 27万2千円
議　員　23万3千円 → 26万3千円

［改正の主な理由］
● 平成12年度から改正がない。
●  平成18年度に定数を6名減して16名となったが

人口は９４００人増加しており議員一人当たり人
口も増。

● 類似、近隣自治体より低額である。
● 議員活動、責務に見合った報酬。

　法律改正に伴う、国民健康
保険条例の改正により出産育
児一時金等の総額が令和5年4
月1日より42万円から50万円に
引き上げられました。

《 窓口》
国保年金課（保険給付班）  TEL：（098）889-1798

　町の人口増加や多様化、高度化する行政
サービスに応じた機構改革の推進するため
の改正。３年から５年かけて３１人増の２５０人
となります。しかし、職員１人あたりの人口
は類似団体と比較しても依然として最多で
ある。

　地方公務員法の改正により定年年齢引
上げを令和５年４月から段階的に引上げら
れ、令和１３年度以降から６５歳となります。

　本町の国保特別会計は、他の自治体の
中でも保険税率が低いことから赤字が続い
ている状況でした。そのため、県の示す税
率へ段階的に近づけていく税率改正必要に
なります。今回の改正で約８１００万円の税
収が見込まれます。

　令和２年度より据置きだった事務委託料
を令和５年１月末の世帯数で積算しました。
今回の見直しにより全自治体の委託料は、
総額400万円の増額となります。

事務割額　計算方法 （円）

　令和５年度に都市計画区域の変更、農業
振興地域からの除外、土質調査や測量等を
行います。

　販路開拓等に向け専門家の意見を取り入
れ販売力向上に繋げる。（東京ギフトショー）

　プロジェクトチームを立ち上げ次年度よ
り公開予定。LINE機能を拡充し登録数の増
加を図る。

公式LINE
QRコード

　地域子育て支援拠点を１設施設増設。
　保育士を配置し、相談等の対応を拡充。

（与那覇第2保育園  つぼみの広場）

　特定健診の受診率向上に向
けTポイントの付与から500
円のお米券に変わります。 待

機
児
童
解
決
に
向
け

　

事務割額 世帯割
１自治会あたり １世帯あたり

300世帯以上 105,000 140
101～299世帯 60,000 140
100世帯未満 45,000 140

暮らしに身近な予算 みんなのお金の使いみち
令和５年度
注目事業を
ピックアップ
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金
キンジョウ

城 郡
クニヒロ

浩　　  金
キンジョウ

城 みゆき　　　伊
イ ラ ミ ナ

良皆 マサ子 ・ 宮
ミヤザト

里 秀
ヒデカツ

勝

《教育長》                《教育委員》                  《人権擁護委員》

【反対討論】　當眞嗣春 議員
本条例は、均等割、平等割等を増額するものである。国保加入者は、年金生活者や非正規労働者
が８割弱となり本町被保険者の63%が軽減制度を利用している。国保の構造的な問題も抱え、
これ以上の負担を求めることは極めて困難であり、認めるわけにはいかない。よって反対する。

陳
情
・
意
見
書
・
人
事

陳　情

意 見 書

賛否分かれる

人事　全会一致で同意・適任

全会一致で可決！

全会一致で採択！

●陳情（令和４年）第29号  有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健康と生命を守る陳情
　県民の人権、生存権の問題として行政による広域疫学調査、環境調査に継続的に取り組むこと
を強く求め、国等への意見書の提出を求める。

●陳情（令和４年）第30号　南風原町法人立保育園園長会からの陳情書
①障がい児保育事業補助金の継続及び増額　　②保育士確保　　③保育中における事故対応　　　　　　　　
④保幼小連携の継続　　⑤保護者への「家庭保育」の協力願い　 　   　⑥子どもの育つ環境
⑦町議会と園長会による情報交換会等の開催について

賛否が分かれた議案と討論があった議案についてお知らせします。
また、すべての議案の賛否は町議会ホームページで公開中です。

○：賛成　  ×：反対  　退：退席 　 欠：欠席　  －：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わっていません

●意見書第１号  有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健康と生命を守る意見書
１　米国環境保護局（EPA）等の指針を参考にして、PFAS規制を立法化すること
２　国民の健康と生命を守るために、国の責任で疫学調査、環境調査を実施すること
３　汚染源が疑われる米軍基地の立ち入り調査を、政府が主権国家として実施すること
４　米軍の環境汚染につき情報公開させ、それに基づいて汚染を浄化させること

決議の全文は
こちらから

令和５年第１回定例会

議　案
採
決
の
結
果
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議案第11号
南風原町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例
※反対討論：當眞嗣春

可
決○○×○○○○○○○○○○○○−

   

一
般
質
問

頁 質問議員 質問事項
8	

赤
嶺	

奈
津
江

医療費窓口無料化の現状は
•�学び直しのリカレント教育、リスキリ
ングのサポート強化を
•�災害時の対策について（他2件）

10	

大
城	

勇
太

南部農林高等学校までの 
道路整備を
•�来年度における待機児童について
•�保護司会との連携強化について

12	

知
念	

富
信

桁下公園の見直しを
•�南風原バイパスを問う
•�電光掲示板の復旧を

14	

浦
崎	

み
ゆ
き

コミュニティースクール導入の 
早期実現を
•�生活困窮者に支援策を求む
•�骨髄移植ドナー登録助成制度について
•�野焼きの対策について問う

16	

金
城	

憲
治

本町は 
かすり資料館の構想はあるか
•�本町のスケートパークについて
•�本町の防災対策について
•�学校活動以外の派遣について

18	

新
垣	

善
之

学校教育と福祉教育の融合を
•子どもの健やかな成長のために
•社会教育の充実を
•�財政健全化計画の総括を問う

20	

岡

崎	

晋

事務委託料の 
世帯別単価を見直せ
•�各自治会内の街灯について
•�国民健康保険税と後期高齢者医療
保険料について

22	

石
垣	

大
志

観光振興及び 
産業振興について問う
•�道路空間のオープン化について問う

質問事項 質問議員 頁

全ての自治会に 
青年会を結成せよ
•�行政DXの推進体制を整備せよ
•�具体的な人口政策に取り組め

9	

照
屋	

仁
士

照屋給油所前の 
信号機設置を問う
•�防災公園の整備を
•�南星中学校のハブ対策ネットを
•�児童生徒の不登校対策を問う

11	

大
城	

重
太

町道73号線擁壁の 
排水について問う
•�若者就業支援プログラム補助金を活
用できないか

•�ベチパーの有効活用について問う

13	

大
城	

雅
史

児童生徒に関わる方に 
知識を周知せよ
•�子育て世代に対し、町ならではの支
援策はあるか

•�女性について町独自の支援策はあるか

15	

伊
佐	

園
恵

美らヘチマについて伺う
•�中学校部活動指導員と外部指導者について
•�兼本ハイツの道路環境について

17	

西
銘	

多
紀
子

安保３文書に対する 
町長の見解を問う
•�国保税について
•�本町の地域防災計画について
•インボイスについて

19	

當
眞	

嗣
春

労働者協同組合法について
•�遺伝子組み換え作物について
•不登校児童生徒について
•�待機児童について（他６件）

21	

大
宜
見	

洋
文

マネジメント強化で 
行政の高度化を
•�協働のまちづくりの取組を問う
•�住民との協同で、社会教育行政の今
後の果たすべき役割を問う

23	

玉
城	

陽
平

【一般質問とは】
一般質問とは、議員が、町の一般事
務に対してその執行の状況又は将来の
方針、政策的提言や行政の課題などを
執行部に直接質問することです。また、
執行部の所見や施策について報告や
所見を求めるものです。

QRコードから各議員の議会中継が視聴できま
す。一般質問記事は質問議員が会議録から抜粋し、
広報委員会によって編集されています。

次のページから
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城 みゆき　　　伊
イ ラ ミ ナ

良皆 マサ子 ・ 宮
ミヤザト

里 秀
ヒデカツ

勝

《教育長》                《教育委員》                  《人権擁護委員》

【反対討論】　當眞嗣春 議員
本条例は、均等割、平等割等を増額するものである。国保加入者は、年金生活者や非正規労働者
が８割弱となり本町被保険者の63%が軽減制度を利用している。国保の構造的な問題も抱え、
これ以上の負担を求めることは極めて困難であり、認めるわけにはいかない。よって反対する。

陳
情
・
意
見
書
・
人
事

陳　情

意 見 書

賛否分かれる

人事　全会一致で同意・適任

全会一致で可決！

全会一致で採択！

●陳情（令和４年）第29号  有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健康と生命を守る陳情
　県民の人権、生存権の問題として行政による広域疫学調査、環境調査に継続的に取り組むこと
を強く求め、国等への意見書の提出を求める。

●陳情（令和４年）第30号　南風原町法人立保育園園長会からの陳情書
①障がい児保育事業補助金の継続及び増額　　②保育士確保　　③保育中における事故対応　　　　　　　　
④保幼小連携の継続　　⑤保護者への「家庭保育」の協力願い　 　   　⑥子どもの育つ環境
⑦町議会と園長会による情報交換会等の開催について

賛否が分かれた議案と討論があった議案についてお知らせします。
また、すべての議案の賛否は町議会ホームページで公開中です。

○：賛成　  ×：反対  　退：退席 　 欠：欠席　  －：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わっていません

●意見書第１号  有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健康と生命を守る意見書
１　米国環境保護局（EPA）等の指針を参考にして、PFAS規制を立法化すること
２　国民の健康と生命を守るために、国の責任で疫学調査、環境調査を実施すること
３　汚染源が疑われる米軍基地の立ち入り調査を、政府が主権国家として実施すること
４　米軍の環境汚染につき情報公開させ、それに基づいて汚染を浄化させること

決議の全文は
こちらから

令和５年第１回定例会

議　案
採
決
の
結
果

玉
城  

陽
平

大
城  

重
太

當
眞  

嗣
春

西
銘
多
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子

伊
佐   

園
恵

大
城  

雅
史

岡
崎    

晋

大
宜
見
洋
文

石
垣  

大
志

大
城  

勇
太

新
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善
之

金
城  

憲
治

照
屋  

仁
士

浦
崎
み
ゆ
き

知
念  

富
信

赤
嶺
奈
津
江

議案第11号
南風原町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例
※反対討論：當眞嗣春

可
決○○×○○○○○○○○○○○○−

   

一
般
質
問

頁 質問議員 質問事項
8	

赤
嶺	

奈
津
江

医療費窓口無料化の現状は
•�学び直しのリカレント教育、リスキリ
ングのサポート強化を
•�災害時の対策について（他2件）

10	

大
城	

勇
太

南部農林高等学校までの 
道路整備を
•�来年度における待機児童について
•�保護司会との連携強化について

12	

知
念	

富
信

桁下公園の見直しを
•�南風原バイパスを問う
•�電光掲示板の復旧を

14	

浦
崎	

み
ゆ
き

コミュニティースクール導入の 
早期実現を
•�生活困窮者に支援策を求む
•�骨髄移植ドナー登録助成制度について
•�野焼きの対策について問う

16	

金
城	

憲
治

本町は 
かすり資料館の構想はあるか
•�本町のスケートパークについて
•�本町の防災対策について
•�学校活動以外の派遣について

18	

新
垣	

善
之

学校教育と福祉教育の融合を
•子どもの健やかな成長のために
•社会教育の充実を
•�財政健全化計画の総括を問う

20	

岡

崎	

晋

事務委託料の 
世帯別単価を見直せ
•�各自治会内の街灯について
•�国民健康保険税と後期高齢者医療
保険料について

22	

石
垣	

大
志

観光振興及び 
産業振興について問う
•�道路空間のオープン化について問う

質問事項 質問議員 頁

全ての自治会に 
青年会を結成せよ
•�行政DXの推進体制を整備せよ
•�具体的な人口政策に取り組め

9	

照
屋	

仁
士

照屋給油所前の 
信号機設置を問う
•�防災公園の整備を
•�南星中学校のハブ対策ネットを
•�児童生徒の不登校対策を問う

11	
大
城	

重
太

町道73号線擁壁の 
排水について問う
•�若者就業支援プログラム補助金を活
用できないか
•�ベチパーの有効活用について問う

13	

大
城	

雅
史

児童生徒に関わる方に 
知識を周知せよ
•�子育て世代に対し、町ならではの支
援策はあるか
•�女性について町独自の支援策はあるか

15	

伊
佐	

園
恵

美らヘチマについて伺う
•�中学校部活動指導員と外部指導者について
•�兼本ハイツの道路環境について

17	

西
銘	

多
紀
子

安保３文書に対する 
町長の見解を問う
•�国保税について
•�本町の地域防災計画について
•インボイスについて

19	

當
眞	

嗣
春

労働者協同組合法について
•�遺伝子組み換え作物について
•不登校児童生徒について
•�待機児童について（他６件）

21	

大
宜
見	

洋
文

マネジメント強化で 
行政の高度化を
•�協働のまちづくりの取組を問う
•�住民との協同で、社会教育行政の今
後の果たすべき役割を問う

23	

玉
城	

陽
平

【一般質問とは】
一般質問とは、議員が、町の一般事
務に対してその執行の状況又は将来の
方針、政策的提言や行政の課題などを
執行部に直接質問することです。また、
執行部の所見や施策について報告や
所見を求めるものです。

QRコードから各議員の議会中継が視聴できま
す。一般質問記事は質問議員が会議録から抜粋し、
広報委員会によって編集されています。

次のページから

令和5年3月定例会　はえばる議会だより２２１号7



一
般
質
問 

照
屋 

仁
士 

議
員

全
て
の
自
治
会
に�

青
年
会
を
結
成
せ
よ

答

　

�

結
成
に
向
け
て
指
導
、
支
援
し
て
い
き
た
い

問

地
域
活
動
の
核
と
な
る
組
織
、

団
体
を
支
援
せ
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
教
育
団
体
が
果
た
す
役
割
を
、

行
政
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
長
社
会
の
要
請
に
応
え
、町

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
。

問

私
は
社
会
教
育
団
体
が
衰
退
、

も
し
く
は
機
能
が
停
滞
す
れ
ば
、

行
政
が
果
た
す
役
割
自
体
が
逆
に

増
え
て
い
く
、
そ
う
考
え
る
が
ど

う
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長
そ
の
場
合
、行

政
の
果
た
す
役
割
、
必
要
性
が
高

ま
る
。

問

社
会
教
育
団
体
へ
の
補
助
金
、

ま
た
支
援
強
化
を
行
政
が
行
っ
て

い
く
、
そ
の
こ
と
自
体
が
行
政
自

身
の
業
務
を
第
三
者
で
あ
る
社
会

教
育
団
体
に
担
っ
て
い
た
だ
く
、

業
務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
、

よ
り
町
民
に
身
近
で
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

必
ず
し
も
つ

な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

問

私
の
言
っ
た
考
え
方
を
否
定

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。

問

分
か
り
や
す
い
目
標
が
必
要

だ
、
全
て
の
自
治
会
に
青
年
会
を

結
成
せ
よ
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

町
が
直
接
結
成
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
。

問

ま
ず
は
全
て
の
自
治
会
に
青

年
会
を
結
成
す
る
と
い
う
目
標
を

行
政
が
示
す
こ
と
で
、青
年
、女
性
、

P
T
A
、
子
供
た
ち
、
老
人
、
そ

う
い
っ
た
全
て
の
団
体
に
思
い
が

波
及
し
て
い
く
、
私
は
そ
う
思
う
。

是
非
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
、
目
指

し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

結
成
に
向
け

て
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

行
政
D
X
、

推
進
体
制
を
整
備
せ
よ

問

行
政
D
X
、
推
進
体
制
を
整

備
せ
よ
。
行
政
D
X
は
町
民
に
説

明
が
難
し
い
。是
非
、取
組
状
況
を

知
ら
せ
る
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て

ほ
し
い
。
そ
れ
が
伝
わ
る
か
も
大

き
な
指
標
に
な
る
。
私
が
研
修
に

行
っ
た
日
野
町
で
は
、
具
体
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧
が
あ
る
。
約

20
余
の
項
目
が
あ
り
、
分
野
ご
と

に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
南
風
原
町

に
も
こ
ん
な
一
覧
表
、体
系
、体
制
、

具
体
的
な
取
組
を
示
す
も
の
が
あ

る
か
。
今
後
作
成
し
町
民
の
皆
さ

ん
に
示
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

町
長
資
料
の
よ
う
な
一
覧
表
は

現
在
作
成
し
て
い
な
い
。
今
後
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
具
体
的
な
人
口
政
策
に
取
り
組
め
。

医療費窓口無料化
（現物給付）の現状は
答　�重度心身障害者、母子父子�

医療は、現物給付とはなって�
いない

照屋 仁士 議員

一
般
質
問 

赤
嶺 

奈
津
江 

議
員

赤嶺 奈津江 議員

問

重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療

助
成
事
業
、母
子
及
び
父
子
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
子
ど

も
医
療
費
と
一
緒
に
現
物
給
付
を

目
指
す
こ
と
を
本
町
は
目
標
と
し

て
き
た
。現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
現
在
現
物
給
付
と
は
な
っ

て
い
な
い
。

問

本
町
で
は
、
高
校
3
年
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
母
子
父
子
医
療
の
部
分

に
つ
い
て
、
高
校
3
年
生
ま
で
の

対
応
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長
18
歳
以
下
ま
で
の
医

療
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
こ
ど

も
医
療
費
の
医
療
券
を
渡
し
て
お

り
、
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付

で
対
応
し
て
い
る
。

問

重
心
と
母
子
父
子
の
点
に
つ

い
て
は
条
例
、
ま
た
窓
口
も
違

う
。
2
つ
の
医
療
費
窓
口
無
料
化

の
O
K
が
出
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
の
県
の
対
応
、
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

民
生
部
長

2
つ
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
は
現
物
給
付
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
県
の
担
当

部
署
か
ら
、
今
ど
う
い
う
状
況
で

こ
の
医
療
費
助
成
を
し
て
い
る
か
、

少
し
ず
つ
市
町
村
に
対
し
て
要
望

等
の
調
査
が
あ
る
。引
き
続
き
、こ

の
2
つ
の
医
療
費
助
成
も
是
非
現

物
給
付
に
で
き
る
よ
う
、
毎
年
要

望
し
て
い
る
。

学
び
直
し
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
・
強
化
を

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
校
・

大
学
中
退
を
す
る
子
も
多
く
な
っ

た
と
の
情
報
も
あ
る
。
ま
た
こ
れ

ま
で
も
家
庭
環
境
や
様
々
な
理
由

で
学
び
を
あ
き
ら
め
た
り
、
リ
タ

イ
ヤ
す
る
方
も
い
た
。
是
非
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
、
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

教
育
長

受
験
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口

に
つ
い
て
は
、
県
立
学
校
教
育
課

が
高
校
中
退
者
の
窓
口
と
し
て
、

大
学
中
退
者
に
つ
い
て
は
そ
の
大

学
が
そ
の
窓
口
を
設
け
て
い
る
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
各
窓
口
に

つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
く
。

問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
リ
ス
キ

リ
ン
グ
を
奨
励
す
る
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
情
報
や
奨

学
金
な
ど
で「
支
え
る
」体
制
を
強

化
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

町
長
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
の
労

働
者
や
事
業
主
等
へ
の
支
援
と
し

て
、
国
の
様
々
な
給
付
金
や
助
成

金
が
あ
る
。
そ
の
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
那
覇
空
港
道
路
桁
下
活
用
に
つ
い
て
。

•
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

•�

津
嘉
山
公
園
及
び
津
嘉
山
区
画
整

理
事
業
の
早
期
完
成
を
。

南風原の村遊び（国立劇場） お問合せはこちら→
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一
般
質
問 

照
屋 

仁
士 

議
員

全
て
の
自
治
会
に�

青
年
会
を
結
成
せ
よ

答

　

�

結
成
に
向
け
て
指
導
、
支
援
し
て
い
き
た
い

問

地
域
活
動
の
核
と
な
る
組
織
、

団
体
を
支
援
せ
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
教
育
団
体
が
果
た
す
役
割
を
、

行
政
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
長
社
会
の
要
請
に
応
え
、町

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
。

問

私
は
社
会
教
育
団
体
が
衰
退
、

も
し
く
は
機
能
が
停
滞
す
れ
ば
、

行
政
が
果
た
す
役
割
自
体
が
逆
に

増
え
て
い
く
、
そ
う
考
え
る
が
ど

う
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長
そ
の
場
合
、行

政
の
果
た
す
役
割
、
必
要
性
が
高

ま
る
。

問

社
会
教
育
団
体
へ
の
補
助
金
、

ま
た
支
援
強
化
を
行
政
が
行
っ
て

い
く
、
そ
の
こ
と
自
体
が
行
政
自

身
の
業
務
を
第
三
者
で
あ
る
社
会

教
育
団
体
に
担
っ
て
い
た
だ
く
、

業
務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
、

よ
り
町
民
に
身
近
で
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

必
ず
し
も
つ

な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

問

私
の
言
っ
た
考
え
方
を
否
定

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。

問

分
か
り
や
す
い
目
標
が
必
要

だ
、
全
て
の
自
治
会
に
青
年
会
を

結
成
せ
よ
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

町
が
直
接
結
成
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
。

問

ま
ず
は
全
て
の
自
治
会
に
青

年
会
を
結
成
す
る
と
い
う
目
標
を

行
政
が
示
す
こ
と
で
、青
年
、女
性
、

P
T
A
、
子
供
た
ち
、
老
人
、
そ

う
い
っ
た
全
て
の
団
体
に
思
い
が

波
及
し
て
い
く
、
私
は
そ
う
思
う
。

是
非
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
、
目
指

し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

生
涯
学
習
文
化
課
長

結
成
に
向
け

て
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

行
政
D
X
、

推
進
体
制
を
整
備
せ
よ

問

行
政
D
X
、
推
進
体
制
を
整

備
せ
よ
。
行
政
D
X
は
町
民
に
説

明
が
難
し
い
。是
非
、取
組
状
況
を

知
ら
せ
る
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て

ほ
し
い
。
そ
れ
が
伝
わ
る
か
も
大

き
な
指
標
に
な
る
。
私
が
研
修
に

行
っ
た
日
野
町
で
は
、
具
体
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧
が
あ
る
。
約

20
余
の
項
目
が
あ
り
、
分
野
ご
と

に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
南
風
原
町

に
も
こ
ん
な
一
覧
表
、体
系
、体
制
、

具
体
的
な
取
組
を
示
す
も
の
が
あ

る
か
。
今
後
作
成
し
町
民
の
皆
さ

ん
に
示
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

町
長
資
料
の
よ
う
な
一
覧
表
は

現
在
作
成
し
て
い
な
い
。
今
後
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
具
体
的
な
人
口
政
策
に
取
り
組
め
。

医療費窓口無料化
（現物給付）の現状は
答　�重度心身障害者、母子父子�

医療は、現物給付とはなって�
いない

照屋 仁士 議員

一
般
質
問 

赤
嶺 

奈
津
江 

議
員

赤嶺 奈津江 議員

問

重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療

助
成
事
業
、母
子
及
び
父
子
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
子
ど

も
医
療
費
と
一
緒
に
現
物
給
付
を

目
指
す
こ
と
を
本
町
は
目
標
と
し

て
き
た
。現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
現
在
現
物
給
付
と
は
な
っ

て
い
な
い
。

問

本
町
で
は
、
高
校
3
年
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
母
子
父
子
医
療
の
部
分

に
つ
い
て
、
高
校
3
年
生
ま
で
の

対
応
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長
18
歳
以
下
ま
で
の
医

療
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
こ
ど

も
医
療
費
の
医
療
券
を
渡
し
て
お

り
、
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付

で
対
応
し
て
い
る
。

問

重
心
と
母
子
父
子
の
点
に
つ

い
て
は
条
例
、
ま
た
窓
口
も
違

う
。
2
つ
の
医
療
費
窓
口
無
料
化

の
O
K
が
出
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
の
県
の
対
応
、
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

民
生
部
長

2
つ
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
は
現
物
給
付
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
県
の
担
当

部
署
か
ら
、
今
ど
う
い
う
状
況
で

こ
の
医
療
費
助
成
を
し
て
い
る
か
、

少
し
ず
つ
市
町
村
に
対
し
て
要
望

等
の
調
査
が
あ
る
。引
き
続
き
、こ

の
2
つ
の
医
療
費
助
成
も
是
非
現

物
給
付
に
で
き
る
よ
う
、
毎
年
要

望
し
て
い
る
。

学
び
直
し
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
・
強
化
を

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
校
・

大
学
中
退
を
す
る
子
も
多
く
な
っ

た
と
の
情
報
も
あ
る
。
ま
た
こ
れ

ま
で
も
家
庭
環
境
や
様
々
な
理
由

で
学
び
を
あ
き
ら
め
た
り
、
リ
タ

イ
ヤ
す
る
方
も
い
た
。
是
非
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
、
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

教
育
長

受
験
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口

に
つ
い
て
は
、
県
立
学
校
教
育
課

が
高
校
中
退
者
の
窓
口
と
し
て
、

大
学
中
退
者
に
つ
い
て
は
そ
の
大

学
が
そ
の
窓
口
を
設
け
て
い
る
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
各
窓
口
に

つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
く
。

問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
リ
ス
キ

リ
ン
グ
を
奨
励
す
る
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
情
報
や
奨

学
金
な
ど
で「
支
え
る
」体
制
を
強

化
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

町
長
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
の
労

働
者
や
事
業
主
等
へ
の
支
援
と
し

て
、
国
の
様
々
な
給
付
金
や
助
成

金
が
あ
る
。
そ
の
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
那
覇
空
港
道
路
桁
下
活
用
に
つ
い
て
。

•
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

•�

津
嘉
山
公
園
及
び
津
嘉
山
区
画
整

理
事
業
の
早
期
完
成
を
。

南風原の村遊び（国立劇場） お問合せはこちら→
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一
般
質
問 

大
城 

勇
太 

議
員

南
部
農
林
高
校
ま
で
の�

道
路
整
備
を

答

　

�

令
和
５
年
度
か
ら
造
成
工
事
を
行
う

問

津
嘉
山
十
字
路
か
ら
南
部
農

林
高
校
ま
で
の
道
路
の
整
備
状
況

を
伺
う
。

町
長
ご
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て

は
令
和
5
年
度
か
ら
造
成
工
事
を

行
い
、
引
き
続
き
道
路
整
備
工
事

を
行
う
。

問

津
嘉
山
十
字
路
か
ら
津
嘉
山

南
十
字
路
ま
で
の
道
路
拡
幅
工
事

に
つ
い
て
の
状
況
を
伺
う
。

町
長
沖
縄
県
に
対
し
要
請
を
続

け
て
い
る
が
、
現
時
点
で
事
業
化

の
め
ど
は
ま
だ
な
い
と
聞
く
。
引

き
続
き
早
期
事
業
化
に
向
け
て
要

請
を
行
う
。

問

バ
ス
会
社
が
公
募
し
て
い
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
活
用
し
て
、

国
道
5
0
7
号
の
バ
ス
停
屋
根
設

置
が
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
活
用
し
、
近
隣
の
企
業
側
か

ら
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
協
会
を
通

し
て
そ
う
い
っ
た
も
の
を
活
用
す

べ
き
だ
と
、
町
と
し
て
も
考
え
て

い
る
。

児
童
館
を
学
童
活
用
へ

問

学
童
の
待
機
児
童
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長
令
和
5
年
度
入
所
の

待
機
児
童
は
、
同
3
月
20
日
時
点

で
61
名
で
あ
る
。

問

児
童
館
を
活
用
し
た
学
童
保

育
が
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長
ゼ
ロ
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
児
童
に
つ
い
て
、
そ
の
保
護

者
も
交
え
て
自
由
の
入
館
が
可
能

と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
で
、
特

に
放
課
後
に
お
い
て
の
利
活
用
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
童

に
特
化
し
た
活
用
の
ほ
う
は
現
在

検
討
は
し
て
い
な
い
。

保
護
司
会
と
の
連
携
強
化
を

問

経
済
的
に
困
窮
す
る
若
年
者

等
の
就
業
に
必
要
な
資
格
、
免
許

等
の
取
得
費
用
の
助
成
が
で
き
な

い
か
。

町
長
保
護
観
察
対
象
者
に
お
け

る
生
活
困
窮
者
支
援
に
関
し
て
は
、

今
後
調
査
を
行
う
。

問

沖
縄
市
で
は
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
が
就
業
す
る
た
め
の
免
許
、

様
々
な
就
職
に
役
立
つ
11
種
類
の

資
格
取
得
費
用
を
全
額
補
助
し
て

い
る
。
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
南
風
原
町
で
も
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
本
町
で
は
、
相
談
が
あ

る
場
合
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

就
労
支
援
を
紹
介
す
る
よ
う
な
形

に
は
な
っ
て
い
る
。
た
だ
大
事
な

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
先
進
地

の
事
例
等
を
調
査
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
本
町
で
取
り
組

め
る
支
援
制
度
が
な
い
の
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

照屋給油所前の
信号機設置を問う
答　�以前から与那原警察署に�
要請している

一
般
質
問 

大
城 

重
太 

議
員

大城 重太 議員

大城 勇太 議員

問

照
屋
給
油
所
前
の
信
号
機
設

置
を
要
望
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

総
務
課
長

以
前
か
ら
与
那
原
警

察
署
に
要
請
し
て
い
る
。
去
る
10

月
4
日
に
再
度
要
請
し
て
い
る
。

問

平
成
24
年
か
ら
要
請
を
行
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
向
に
設
置

さ
れ
る
様
子
は
な
い
。
こ
の
10
年

間
で
だ
い
ぶ
状
況
も
変
わ
っ
た
と

思
う
が
、
最
近
の
照
屋
給
油
所
前

の
状
況
は
把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

与
那
原
警
察
署
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
交
通
量
に
つ
い

て
は
、
定
期
的
な
交
通
量
の
調
査

等
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
把
握

で
き
て
い
な
い
。
事
故
件
数
に
つ

い
て
は
、
令
和
2
年
は
人
身
事
故

0
件
、
物
損
事
故
2
件
。
令
和
3

年
は
人
身
事
故
0
件
、
物
損
事
故

0
件
。
令
和
4
年
は
人
身
事
故
1

件
、
物
損
事
故
0
件
だ
っ
た
。

問

そ
れ
以
外
に
も
ヒ
ヤ
リ
と
す

る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、
数

字
以
上
に
危
険
な
場
所
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、
一
向
に
信
号
機
が

設
置
さ
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

総
務
課
長
与
那
原
警
察
署
も
、
当

該
箇
所
が
信
号
機
設
置
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。た
だ
、県
内
全
市
町
村
の
要
請

を
取
り
ま
と
め
て
、特
に
危
険
な
場

所
か
ら
の
設
置
と
い
う
こ
と
で
、10

年
以
上
た
っ
た
今
で
も
設
置
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問

照
屋
地
区
区
画
整
理
事
業
が

進
み
、
工
事
車
両
が
増
え
て
か

ら
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
手
を

打
て
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
要

請
す
る
場
合
に
そ
こ
も
盛
り
込

ん
で
訴
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

総
務
課
長

事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
、
危
険
な
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
て
要
請
文
に
は
加
え

て
い
き
た
い
。

防
災
公
園
の
整
備
を
！

問

防
災
公
園
の
整
備
を
求
め
る
。

公
園
の
機
能
に
災
害
時
に
対
応
で

き
る
設
備
は
あ
る
か
。

副
町
長
公
園
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て

指
定
し
て
お
り
、
身
の
安
全
を
守

る
場
所
と
し
て
重
要
な
施
設
に
な

る
。ま
た
、黄
金
森
公
園
の
多
目
的

広
場
・
健
康
遊
具
広
場
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
照
明
を
設
置
、津
嘉
山
公
園

や
町
民
広
場
に
は
給
水
栓
を
設
置

し
て
お
り
、被
災
者
へ
の
給
水
場
所

と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

問

比
較
的
大
き
め
の
公
園
に
標

準
設
備
と
し
て
、
か
ま
ど
ベ
ン

チ
・
防
災
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

総
務
課
長

地
域
防
災
計
画
で
示

し
て
い
る
指
定
緊
急
避
難
所
の
公

園
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
整
備
を
し

た
ほ
う
が
効
果
的
か
検
討
し
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
南
星
中
学
校
に
ハ
ブ
対
策
ネ
ッ
ト
を
。

•
児
童
生
徒
の
不
登
校
対
策
を
問
う
。

要請箇所

津嘉山十字路から 
南部農林への道路
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一
般
質
問 

大
城 

勇
太 

議
員

南
部
農
林
高
校
ま
で
の�

道
路
整
備
を

答

　

�

令
和
５
年
度
か
ら
造
成
工
事
を
行
う

問

津
嘉
山
十
字
路
か
ら
南
部
農

林
高
校
ま
で
の
道
路
の
整
備
状
況

を
伺
う
。

町
長
ご
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て

は
令
和
5
年
度
か
ら
造
成
工
事
を

行
い
、
引
き
続
き
道
路
整
備
工
事

を
行
う
。

問

津
嘉
山
十
字
路
か
ら
津
嘉
山

南
十
字
路
ま
で
の
道
路
拡
幅
工
事

に
つ
い
て
の
状
況
を
伺
う
。

町
長
沖
縄
県
に
対
し
要
請
を
続

け
て
い
る
が
、
現
時
点
で
事
業
化

の
め
ど
は
ま
だ
な
い
と
聞
く
。
引

き
続
き
早
期
事
業
化
に
向
け
て
要

請
を
行
う
。

問

バ
ス
会
社
が
公
募
し
て
い
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
活
用
し
て
、

国
道
5
0
7
号
の
バ
ス
停
屋
根
設

置
が
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
活
用
し
、
近
隣
の
企
業
側
か

ら
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
協
会
を
通

し
て
そ
う
い
っ
た
も
の
を
活
用
す

べ
き
だ
と
、
町
と
し
て
も
考
え
て

い
る
。

児
童
館
を
学
童
活
用
へ

問

学
童
の
待
機
児
童
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長
令
和
5
年
度
入
所
の

待
機
児
童
は
、
同
3
月
20
日
時
点

で
61
名
で
あ
る
。

問

児
童
館
を
活
用
し
た
学
童
保

育
が
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長
ゼ
ロ
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
児
童
に
つ
い
て
、
そ
の
保
護

者
も
交
え
て
自
由
の
入
館
が
可
能

と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
で
、
特

に
放
課
後
に
お
い
て
の
利
活
用
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
童

に
特
化
し
た
活
用
の
ほ
う
は
現
在

検
討
は
し
て
い
な
い
。

保
護
司
会
と
の
連
携
強
化
を

問

経
済
的
に
困
窮
す
る
若
年
者

等
の
就
業
に
必
要
な
資
格
、
免
許

等
の
取
得
費
用
の
助
成
が
で
き
な

い
か
。

町
長
保
護
観
察
対
象
者
に
お
け

る
生
活
困
窮
者
支
援
に
関
し
て
は
、

今
後
調
査
を
行
う
。

問

沖
縄
市
で
は
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
が
就
業
す
る
た
め
の
免
許
、

様
々
な
就
職
に
役
立
つ
11
種
類
の

資
格
取
得
費
用
を
全
額
補
助
し
て

い
る
。
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
南
風
原
町
で
も
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
本
町
で
は
、
相
談
が
あ

る
場
合
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

就
労
支
援
を
紹
介
す
る
よ
う
な
形

に
は
な
っ
て
い
る
。
た
だ
大
事
な

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
先
進
地

の
事
例
等
を
調
査
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
本
町
で
取
り
組

め
る
支
援
制
度
が
な
い
の
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

照屋給油所前の
信号機設置を問う
答　�以前から与那原警察署に�

要請している

一
般
質
問 

大
城 

重
太 

議
員

大城 重太 議員

大城 勇太 議員

問

照
屋
給
油
所
前
の
信
号
機
設

置
を
要
望
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

総
務
課
長

以
前
か
ら
与
那
原
警

察
署
に
要
請
し
て
い
る
。
去
る
10

月
4
日
に
再
度
要
請
し
て
い
る
。

問

平
成
24
年
か
ら
要
請
を
行
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
向
に
設
置

さ
れ
る
様
子
は
な
い
。
こ
の
10
年

間
で
だ
い
ぶ
状
況
も
変
わ
っ
た
と

思
う
が
、
最
近
の
照
屋
給
油
所
前

の
状
況
は
把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

与
那
原
警
察
署
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
交
通
量
に
つ
い

て
は
、
定
期
的
な
交
通
量
の
調
査

等
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
把
握

で
き
て
い
な
い
。
事
故
件
数
に
つ

い
て
は
、
令
和
2
年
は
人
身
事
故

0
件
、
物
損
事
故
2
件
。
令
和
3

年
は
人
身
事
故
0
件
、
物
損
事
故

0
件
。
令
和
4
年
は
人
身
事
故
1

件
、
物
損
事
故
0
件
だ
っ
た
。

問

そ
れ
以
外
に
も
ヒ
ヤ
リ
と
す

る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、
数

字
以
上
に
危
険
な
場
所
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、
一
向
に
信
号
機
が

設
置
さ
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

総
務
課
長
与
那
原
警
察
署
も
、
当

該
箇
所
が
信
号
機
設
置
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。た
だ
、県
内
全
市
町
村
の
要
請

を
取
り
ま
と
め
て
、特
に
危
険
な
場

所
か
ら
の
設
置
と
い
う
こ
と
で
、10

年
以
上
た
っ
た
今
で
も
設
置
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問

照
屋
地
区
区
画
整
理
事
業
が

進
み
、
工
事
車
両
が
増
え
て
か

ら
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
手
を

打
て
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
要

請
す
る
場
合
に
そ
こ
も
盛
り
込

ん
で
訴
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

総
務
課
長

事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
、
危
険
な
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
て
要
請
文
に
は
加
え

て
い
き
た
い
。

防
災
公
園
の
整
備
を
！

問

防
災
公
園
の
整
備
を
求
め
る
。

公
園
の
機
能
に
災
害
時
に
対
応
で

き
る
設
備
は
あ
る
か
。

副
町
長
公
園
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て

指
定
し
て
お
り
、
身
の
安
全
を
守

る
場
所
と
し
て
重
要
な
施
設
に
な

る
。ま
た
、黄
金
森
公
園
の
多
目
的

広
場
・
健
康
遊
具
広
場
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
照
明
を
設
置
、津
嘉
山
公
園

や
町
民
広
場
に
は
給
水
栓
を
設
置

し
て
お
り
、被
災
者
へ
の
給
水
場
所

と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

問

比
較
的
大
き
め
の
公
園
に
標

準
設
備
と
し
て
、
か
ま
ど
ベ
ン

チ
・
防
災
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

総
務
課
長

地
域
防
災
計
画
で
示

し
て
い
る
指
定
緊
急
避
難
所
の
公

園
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
整
備
を
し

た
ほ
う
が
効
果
的
か
検
討
し
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
南
星
中
学
校
に
ハ
ブ
対
策
ネ
ッ
ト
を
。

•
児
童
生
徒
の
不
登
校
対
策
を
問
う
。

要請箇所

津嘉山十字路から 
南部農林への道路
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町
道
73
号
線
擁
壁
の�

排
水
に
つ
い
て
問
う

答

　

�

現
場
調
査
を
行
い
、
早
急
に
対
処
す
る

一
般
質
問 

大
城 

雅
史 

議
員

問

町
道
73
号
線
の
擁
壁
の
排
水

に
つ
い
て
雨
天
時
に
大
量
の
雨
水

が
あ
り
、
隣
接
農
地
に
お
い
て
は

常
に
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
で
野
菜
が

育
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
相

談
が
あ
っ
た
。現
状
を
確
認
し
、対

処
で
き
な
い
か
。

副
町
長
現
場
調
査
を
行
い
、現
状

を
確
認
し
て
い
る
。
早
急
に
対
処

す
る
。

問

工
事
期
間
中
に
排
水
の
件
に

つ
い
て
説
明
し
た
が
改
善
さ
れ
て

お
ら
ず
、
当
時
の
状
況
を
問
う
。

副
町
長

当
時
の
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事
前
の
段
階
で
路
盤
よ
り
水
が

浸
透
し
て
お
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
抜
き

溝
か
ら
の
水
量
が
減
る
も
の
と
思

わ
れ
土
の
う
設
置
で
対
応
を
行
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

問

工
事
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
課
長

水
抜
き
溝
か
ら
出

て
き
た
と
こ
ろ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
に
縁
石
等
を
設
置
し
、
所
々
に

浸
透
枡
を
設
置
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

若
者
就
業

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

問

沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
と

提
携
し
「
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
で

き
な
い
か
。

副
町
長

若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
補
助
金
の
活
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
今
後
調
査
を
行
う
。

問

若
者
の
仕
事
に
つ
い
て
は
定

着
率
が
悪
く
、
な
か
な
か
仕
事
が

続
か
な
い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

い
る
。
そ
こ
で
就
職
を
考
え
て
い

る
方
に
つ
い
て
建
設
作
業
や
農
作

業
に
必
要
な
11
種
類
の
資
格
が
取

得
で
き
る
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協

会
と
連
携
し
、
一
部
費
用
の
負
担

が
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
今
把
握
し
て
い
る

範
囲
で
、沖
縄
市
、う
る
ま
市
の
方

が
既
に
実
施
し
て
い
る
。そ
ち
ら
の

状
況
、そ
し
て
活
用
で
き
る
有
効
な

財
源
、ま
た
そ
の
補
助
率
を
調
査
し

た
上
で
予
算
化
で
き
る
も
の
か
判

断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ベ
チ
バ
ー
の
有
効
活
用
を

問

イ
ネ
科
の
多
年
生
草
木
ベ
チ

バ
ー
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

副
町
長

ベ
チ
バ
ー
に
つ
い
て
は

畑
の
土
の
流
出
防
止
及
び
防
風
に

効
果
が
あ
り
、
水
や
り
、
施
肥
の

必
要
が
な
く
、
成
長
し
刈
り
取
っ

た
も
の
は
敷
き
草
と
し
て
有
効
利

用
さ
れ
て
い
る
。

問

J
A
と
連
携
し
補
助
金
等
の

活
用
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長

N
P
O
法
人
沖
縄
グ

リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
施

す
る
補
助
事
業
の
活
用
に
向
け
、

J
A
と
連
携
し
取
り
組
む
。

桁下公園の見直しを
答 �公園施設長寿命化計画で�
整備を予定している

大城 雅史 議員

一
般
質
問 

知
念 

富
信 

議
員

知念 富信 議員

問

桁
下
公
園
の
見
直
し
を
求
め

る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
初
心

者
用
、
上
級
者
用
と
し
て
整
備
し
、

県
内
大
会
を
開
催
で
き
る
施
設
に

で
き
な
い
か
。

副
町
長

長
寿
命
化
計
画
の
中
で

現
在
の
施
設
で
中
級
者
用
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

町
長

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
は
設

置
か
ら
18
年
経
過
し
て
い
る
。コ
ン

テ
ス
ト
大
会
も
開
催
さ
れ
大
盛
況

だ
っ
た
。現
段
階
で
は
今
の
中
級
者

用
を
修
繕
し
て
新
し
く
す
る
。初
心

者
用
、上
級
者
用
に
関
し
て
は
、長

寿
命
化
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

問

バ
ス
ケ
ッ
ト
場
が
2
面
あ
り
、

一
ヵ
所
が
使
用
不
能
、
も
う
一
面

の
床
は
剥
が
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ド
リ
ー
ム
コ
ー
ト
内
の
ベ
ン

チ
等
も
破
損
が
あ
る
が
整
備
で
き

な
い
か
。

副
町
長

長
寿
命
化
計
画
を
令
和

5
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
優
先
順
位
を
付
け
て
順
次
整

備
を
行
う
。

問

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
場
所
が
町
内

に
な
く
、
桁
下
公
園
の
一
角
で
登

録
犬
に
よ
る
公
園
と
し
て
整
備
で

き
な
い
か
。

　
又
、
町
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る

犬
の
頭
数
を
伺
う
。

副
町
長
花
・
水
・
緑
の
大
回
廊
公

園
の
工
事
再
開
予
定
の
令
和
8
年

度
以
降
に
検
討
す
る
。

　
町
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
の

頭
数
は
1
,2
1
0
頭
で
あ
る
。

南
風
原
バ
イ
パ
ス
を
問
う

問

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
新
川
か

ら
宮
平
区
間
の
完
成
年
度
と
全
区

間
の
完
成
年
度
を
問
う
。

副
町
長
南
部
国
道
事
務
所
か
ら
完

成
年
度
は
未
定
と
の
回
答
で
あ
る
。

令
和
5
年
度
の
計
画
は
改
良
工
事
、

橋
梁
上
部
工
の
工
事
を
行
う
。

問

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
桁
下
公

園
計
画
は
あ
る
か
。

副
町
長

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
基
本
方
針
で
公
園
等
と
し

て
有
効
利
用
に
努
め
る
事
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
花
・
水
・
緑
の
大

回
廊
公
園
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
。

電
光
掲
示
版
の
復
旧
を

問

兼
城
十
字
路
の
電
光
掲
示
版

の
故
障
原
因
を
問
う
。

副
町
長

電
源
及
び
基
板
等
の
電

気
系
統
の
老
朽
化
が
故
障
の
原
因

で
あ
る
。

問

電
光
掲
示
版
の
高
さ
を
上
げ

て
新
た
に
設
置
で
き
な
い
か
。

副
町
長

電
光
掲
示
版
の
設
置
は

多
額
の
予
算
が
必
要
な
為
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
企
業
広
告
板
の
活

用
を
含
め
運
用
再
開
に
向
け
て
検

討
す
る
。

イネ科の多年草ベチバー

スケートボード場
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町
道
73
号
線
擁
壁
の�

排
水
に
つ
い
て
問
う

答

　

�

現
場
調
査
を
行
い
、
早
急
に
対
処
す
る

一
般
質
問 

大
城 

雅
史 

議
員

問

町
道
73
号
線
の
擁
壁
の
排
水

に
つ
い
て
雨
天
時
に
大
量
の
雨
水

が
あ
り
、
隣
接
農
地
に
お
い
て
は

常
に
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
で
野
菜
が

育
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
相

談
が
あ
っ
た
。現
状
を
確
認
し
、対

処
で
き
な
い
か
。

副
町
長
現
場
調
査
を
行
い
、現
状

を
確
認
し
て
い
る
。
早
急
に
対
処

す
る
。

問

工
事
期
間
中
に
排
水
の
件
に

つ
い
て
説
明
し
た
が
改
善
さ
れ
て

お
ら
ず
、
当
時
の
状
況
を
問
う
。

副
町
長

当
時
の
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事
前
の
段
階
で
路
盤
よ
り
水
が

浸
透
し
て
お
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
抜
き

溝
か
ら
の
水
量
が
減
る
も
の
と
思

わ
れ
土
の
う
設
置
で
対
応
を
行
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

問

工
事
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
課
長

水
抜
き
溝
か
ら
出

て
き
た
と
こ
ろ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
に
縁
石
等
を
設
置
し
、
所
々
に

浸
透
枡
を
設
置
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

若
者
就
業

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

問

沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
と

提
携
し
「
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
で

き
な
い
か
。

副
町
長

若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
補
助
金
の
活
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
今
後
調
査
を
行
う
。

問

若
者
の
仕
事
に
つ
い
て
は
定

着
率
が
悪
く
、
な
か
な
か
仕
事
が

続
か
な
い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

い
る
。
そ
こ
で
就
職
を
考
え
て
い

る
方
に
つ
い
て
建
設
作
業
や
農
作

業
に
必
要
な
11
種
類
の
資
格
が
取

得
で
き
る
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協

会
と
連
携
し
、
一
部
費
用
の
負
担

が
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
今
把
握
し
て
い
る

範
囲
で
、沖
縄
市
、う
る
ま
市
の
方

が
既
に
実
施
し
て
い
る
。そ
ち
ら
の

状
況
、そ
し
て
活
用
で
き
る
有
効
な

財
源
、ま
た
そ
の
補
助
率
を
調
査
し

た
上
で
予
算
化
で
き
る
も
の
か
判

断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ベ
チ
バ
ー
の
有
効
活
用
を

問

イ
ネ
科
の
多
年
生
草
木
ベ
チ

バ
ー
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

副
町
長

ベ
チ
バ
ー
に
つ
い
て
は

畑
の
土
の
流
出
防
止
及
び
防
風
に

効
果
が
あ
り
、
水
や
り
、
施
肥
の

必
要
が
な
く
、
成
長
し
刈
り
取
っ

た
も
の
は
敷
き
草
と
し
て
有
効
利

用
さ
れ
て
い
る
。

問

J
A
と
連
携
し
補
助
金
等
の

活
用
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長

N
P
O
法
人
沖
縄
グ

リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
施

す
る
補
助
事
業
の
活
用
に
向
け
、

J
A
と
連
携
し
取
り
組
む
。

桁下公園の見直しを
答 �公園施設長寿命化計画で�
整備を予定している

大城 雅史 議員

一
般
質
問 

知
念 

富
信 

議
員

知念 富信 議員

問

桁
下
公
園
の
見
直
し
を
求
め

る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
初
心

者
用
、
上
級
者
用
と
し
て
整
備
し
、

県
内
大
会
を
開
催
で
き
る
施
設
に

で
き
な
い
か
。

副
町
長

長
寿
命
化
計
画
の
中
で

現
在
の
施
設
で
中
級
者
用
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

町
長

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
は
設

置
か
ら
18
年
経
過
し
て
い
る
。コ
ン

テ
ス
ト
大
会
も
開
催
さ
れ
大
盛
況

だ
っ
た
。現
段
階
で
は
今
の
中
級
者

用
を
修
繕
し
て
新
し
く
す
る
。初
心

者
用
、上
級
者
用
に
関
し
て
は
、長

寿
命
化
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

問

バ
ス
ケ
ッ
ト
場
が
2
面
あ
り
、

一
ヵ
所
が
使
用
不
能
、
も
う
一
面

の
床
は
剥
が
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ド
リ
ー
ム
コ
ー
ト
内
の
ベ
ン

チ
等
も
破
損
が
あ
る
が
整
備
で
き

な
い
か
。

副
町
長

長
寿
命
化
計
画
を
令
和

5
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
優
先
順
位
を
付
け
て
順
次
整

備
を
行
う
。

問

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
場
所
が
町
内

に
な
く
、
桁
下
公
園
の
一
角
で
登

録
犬
に
よ
る
公
園
と
し
て
整
備
で

き
な
い
か
。

　
又
、
町
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る

犬
の
頭
数
を
伺
う
。

副
町
長
花
・
水
・
緑
の
大
回
廊
公

園
の
工
事
再
開
予
定
の
令
和
8
年

度
以
降
に
検
討
す
る
。

　
町
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
の

頭
数
は
1
,2
1
0
頭
で
あ
る
。

南
風
原
バ
イ
パ
ス
を
問
う

問

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
新
川
か

ら
宮
平
区
間
の
完
成
年
度
と
全
区

間
の
完
成
年
度
を
問
う
。

副
町
長
南
部
国
道
事
務
所
か
ら
完

成
年
度
は
未
定
と
の
回
答
で
あ
る
。

令
和
5
年
度
の
計
画
は
改
良
工
事
、

橋
梁
上
部
工
の
工
事
を
行
う
。

問

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
桁
下
公

園
計
画
は
あ
る
か
。

副
町
長

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
基
本
方
針
で
公
園
等
と
し

て
有
効
利
用
に
努
め
る
事
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
花
・
水
・
緑
の
大

回
廊
公
園
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
。

電
光
掲
示
版
の
復
旧
を

問

兼
城
十
字
路
の
電
光
掲
示
版

の
故
障
原
因
を
問
う
。

副
町
長

電
源
及
び
基
板
等
の
電

気
系
統
の
老
朽
化
が
故
障
の
原
因

で
あ
る
。

問

電
光
掲
示
版
の
高
さ
を
上
げ

て
新
た
に
設
置
で
き
な
い
か
。

副
町
長

電
光
掲
示
版
の
設
置
は

多
額
の
予
算
が
必
要
な
為
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
企
業
広
告
板
の
活

用
を
含
め
運
用
再
開
に
向
け
て
検

討
す
る
。

イネ科の多年草ベチバー

スケートボード場
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一
般
質
問 

浦
崎 

み
ゆ
き 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

導
入
の
早
期
実
現
を

答

　

�

導
入
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
を
行
っ
て
い
る

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
の
早
期
実
現
を
求
め
る
。
6

年
間
各
議
員
が
こ
の
質
問
を
行
っ

て
る
が
進
ま
な
い
の
は
何
故
か
。

町
長
学
校
と
地
域
、
社
会
教
育
、

校
長
先
生
方
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
町
と

し
て
の
方
針
も
出
し
な
が
ら
次
年

度
ま
た
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

事
例
で
は
、
学
校
運
営
協
議

会
と
し
て
の
権
限
よ
り
も
、
地
域

の
方
が
学
校
に
入
っ
て
支
援
を
す

る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
る
。

権
限
は
町
の
規
則
や
条
例
な
ど
で

柔
軟
に
取
り
入
れ
る
事
は
可
能
か
。

町
長
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。

問

最
初
か
ら
全
校
で
は
無
く
一

つ
の
学
校
か
ら
始
め
る
形
で
取
り

組
め
な
い
か
。

町
長
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
1
校
や
2

校
か
ら
は
可
能
と
考
え
る
。
南
風

原
町
に
合
っ
た
形
を
加
え
な
が
ら

推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

助
成
制
度
の
導
入
を

問

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度

の
目
的
と
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

町
長
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、骨
髄

移
植
な
ど
が
必
要
な
患
者
と
、
そ

れ
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
を
つ
な
ぐ

公
的
事
業
で
あ
り
、
広
く
一
般
の

方
か
ら
ド
ナ
ー
を
募
る
事
業
で
あ

る
。問

水
泳
の
池
江
璃
花
子
さ
ん
が
、

2
0
1
9
年
に
急
性
リ
ン
パ
性
白

血
病
と
診
断
さ
れ
、
19
年
夏
に
造

血
管
細
胞
移
植
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

翌
年
3
月
に
は
プ
ー
ル
に
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
出
場
し
た
。
本
町
に
骨
髄

移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
導
入
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
1
人
で
も
多
く
の
方
が
ド

ナ
ー
登
録
に
協
力
で
き
る
よ
う
、

今
後
検
討
す
る
。

問

ド
ナ
ー
の
方
は
1
週
間
休
む

こ
と
と
な
る
。
補
助
は
幾
ら
に
な

る
か
。

町
長
1
日
2
万
円
当
た
り
7
日

間
の
10
万
円
が
上
限
額
に
な
り
本

人
個
人
に
助
成
す
る
額
と
な
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
野
焼
き
の
対
策
強
化
を
。

•
生
活
困
窮
者
に
支
援
策
を
求
む
。

児童生徒に�
関わる方に�
知識を周知せよ
答　�環境づくりをおこなう

一
般
質
問 

伊
佐 

園
恵 

議
員

伊佐 園恵 議員

浦崎 みゆき 議員

問

児
童
生
徒
に
関
わ
る
方
々
全

て
、
教
育
委
員
会
、
部
活
指
導
員

等
に
教
育
知
識
を
周
知
せ
よ
。

教
育
長

講
演
会
や
研
修
会
等
の

機
会
ご
と
に
情
報
を
周
知
す
る
。

問

部
活
地
域
移
行
は
、
生
徒
の

73
％
が
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
目
を
背
け
な
い

で
ほ
し
い
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

訴
え
が
あ
る
。
周
知
を
行
っ
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
部
活
動
の
地
域
移

行
も
含
め
、
体
罰
等
、
子
ど
も
た

ち
自
身
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
行
う
。

子
育
て
世
代
に

町
な
ら
で
は
の
策
は
あ
る
か

問

子
育
て
世
代
に
、
町
な
ら
で

は
の
策
と
し
て
、
休
日
に
、
児
童

館
の
利
用
は
可
能
で
あ
る
か
。

副
町
長

休
日
の
開
所
は
様
々
な

面
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問

子
ど
も
達
の
あ
そ
び
場
確
保

の
為
、
児
童
館
の
活
用
を
検
討
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

民
生
部
長

全
体
的
な
視
点
で
考

え
、
新
た
な
活
用
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
。

問

津
嘉
山
ビ
ッ
グ
の
裏
辺
り
で

予
定
さ
れ
て
い
る
公
園
を
着
工
せ

よ
。

副
町
長

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、

当
該
公
園
整
備
は
そ
の
後
に
な
る
。

女
性
に
つ
い
て

町
独
自
の
支
援
策
は
あ
る
か

問

町
独
自
の
策
で
、
命め

い

育い
く

の
充

実
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

副
町
長

今
後
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

問
「
ノ
ー
」「
ス
ト
ッ
プ
」「
ヘ
ル

プ
」
も
大
切
な
言
葉
だ
と
教
え
な

い
と
い
け
な
い
。
学
校
と
親
が
そ

れ
を
知
り
、
子
ど
も
に
伝
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

国
保
年
金
課
長
今
後
調
査
研
究
し
、

広
報
し
た
ほ
う
が
い
い
も
の
は
広

報
し
て
い
く
。

問

女
性
に
多
い
コ
ロ
ナ
後
遺
症

の
一
つ
、
M
E（
※
）
を
知
っ
て
い
る

か
問
う
。

副
町
長
知
っ
て
い
る
。

問

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
37
歳
か

ら
90
代
ま
で
、
M
E
の
症
状
で
寝

た
き
り
で
過
ご
し
た
。
5
月
12
日

の
誕
生
日
が
M
E
の
啓
発
日
。
対

処
療
法
の
一
つ
、
B
ス
ポ
ッ
ト
治

療
を
、
知
っ
て
い
る
か
。

国
保
年
金
課
長
県
内
の
医
療
機
関

で
行
え
る
と
知
っ
て
い
る
。

（
※
）�M
E
と
は
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／

慢
性
疲
労
症
候
群

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

黄
金
森
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
確

保
を
問
う
。

•�

エ
コ
な
町
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

文部科学省HPより
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一
般
質
問 

浦
崎 

み
ゆ
き 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

導
入
の
早
期
実
現
を

答

　

�

導
入
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
を
行
っ
て
い
る

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
の
早
期
実
現
を
求
め
る
。
6

年
間
各
議
員
が
こ
の
質
問
を
行
っ

て
る
が
進
ま
な
い
の
は
何
故
か
。

町
長
学
校
と
地
域
、
社
会
教
育
、

校
長
先
生
方
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
町
と

し
て
の
方
針
も
出
し
な
が
ら
次
年

度
ま
た
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

事
例
で
は
、
学
校
運
営
協
議

会
と
し
て
の
権
限
よ
り
も
、
地
域

の
方
が
学
校
に
入
っ
て
支
援
を
す

る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
る
。

権
限
は
町
の
規
則
や
条
例
な
ど
で

柔
軟
に
取
り
入
れ
る
事
は
可
能
か
。

町
長
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。

問

最
初
か
ら
全
校
で
は
無
く
一

つ
の
学
校
か
ら
始
め
る
形
で
取
り

組
め
な
い
か
。

町
長
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
1
校
や
2

校
か
ら
は
可
能
と
考
え
る
。
南
風

原
町
に
合
っ
た
形
を
加
え
な
が
ら

推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

助
成
制
度
の
導
入
を

問

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度

の
目
的
と
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

町
長
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、骨
髄

移
植
な
ど
が
必
要
な
患
者
と
、
そ

れ
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
を
つ
な
ぐ

公
的
事
業
で
あ
り
、
広
く
一
般
の

方
か
ら
ド
ナ
ー
を
募
る
事
業
で
あ

る
。問

水
泳
の
池
江
璃
花
子
さ
ん
が
、

2
0
1
9
年
に
急
性
リ
ン
パ
性
白

血
病
と
診
断
さ
れ
、
19
年
夏
に
造

血
管
細
胞
移
植
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

翌
年
3
月
に
は
プ
ー
ル
に
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
出
場
し
た
。
本
町
に
骨
髄

移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
導
入
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
1
人
で
も
多
く
の
方
が
ド

ナ
ー
登
録
に
協
力
で
き
る
よ
う
、

今
後
検
討
す
る
。

問

ド
ナ
ー
の
方
は
1
週
間
休
む

こ
と
と
な
る
。
補
助
は
幾
ら
に
な

る
か
。

町
長
1
日
2
万
円
当
た
り
7
日

間
の
10
万
円
が
上
限
額
に
な
り
本

人
個
人
に
助
成
す
る
額
と
な
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
野
焼
き
の
対
策
強
化
を
。

•
生
活
困
窮
者
に
支
援
策
を
求
む
。

児童生徒に�
関わる方に�
知識を周知せよ
答　�環境づくりをおこなう

一
般
質
問 

伊
佐 

園
恵 

議
員

伊佐 園恵 議員

浦崎 みゆき 議員

問

児
童
生
徒
に
関
わ
る
方
々
全

て
、
教
育
委
員
会
、
部
活
指
導
員

等
に
教
育
知
識
を
周
知
せ
よ
。

教
育
長

講
演
会
や
研
修
会
等
の

機
会
ご
と
に
情
報
を
周
知
す
る
。

問

部
活
地
域
移
行
は
、
生
徒
の

73
％
が
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
目
を
背
け
な
い

で
ほ
し
い
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

訴
え
が
あ
る
。
周
知
を
行
っ
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
部
活
動
の
地
域
移

行
も
含
め
、
体
罰
等
、
子
ど
も
た

ち
自
身
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
行
う
。

子
育
て
世
代
に

町
な
ら
で
は
の
策
は
あ
る
か

問

子
育
て
世
代
に
、
町
な
ら
で

は
の
策
と
し
て
、
休
日
に
、
児
童

館
の
利
用
は
可
能
で
あ
る
か
。

副
町
長

休
日
の
開
所
は
様
々
な

面
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問

子
ど
も
達
の
あ
そ
び
場
確
保

の
為
、
児
童
館
の
活
用
を
検
討
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

民
生
部
長

全
体
的
な
視
点
で
考

え
、
新
た
な
活
用
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
。

問

津
嘉
山
ビ
ッ
グ
の
裏
辺
り
で

予
定
さ
れ
て
い
る
公
園
を
着
工
せ

よ
。

副
町
長

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、

当
該
公
園
整
備
は
そ
の
後
に
な
る
。

女
性
に
つ
い
て

町
独
自
の
支
援
策
は
あ
る
か

問

町
独
自
の
策
で
、
命め

い

育い
く

の
充

実
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

副
町
長

今
後
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

問
「
ノ
ー
」「
ス
ト
ッ
プ
」「
ヘ
ル

プ
」
も
大
切
な
言
葉
だ
と
教
え
な

い
と
い
け
な
い
。
学
校
と
親
が
そ

れ
を
知
り
、
子
ど
も
に
伝
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

国
保
年
金
課
長
今
後
調
査
研
究
し
、

広
報
し
た
ほ
う
が
い
い
も
の
は
広

報
し
て
い
く
。

問

女
性
に
多
い
コ
ロ
ナ
後
遺
症

の
一
つ
、
M
E（
※
）
を
知
っ
て
い
る

か
問
う
。

副
町
長
知
っ
て
い
る
。

問

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
37
歳
か

ら
90
代
ま
で
、
M
E
の
症
状
で
寝

た
き
り
で
過
ご
し
た
。
5
月
12
日

の
誕
生
日
が
M
E
の
啓
発
日
。
対

処
療
法
の
一
つ
、
B
ス
ポ
ッ
ト
治

療
を
、
知
っ
て
い
る
か
。

国
保
年
金
課
長
県
内
の
医
療
機
関

で
行
え
る
と
知
っ
て
い
る
。

（
※
）�M
E
と
は
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／

慢
性
疲
労
症
候
群

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

黄
金
森
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
確

保
を
問
う
。

•�

エ
コ
な
町
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

文部科学省HPより
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一
般
質
問 

西
銘 

多
紀
子 

議
員

美
ら
ヘ
チ
マ
に�

つ
い
て
伺
う

答

　

�

消
費
拡
大
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

問

美
ら
ヘ
チ
マ
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長

美
ら
ヘ
チ
マ
は
加
熱
し

て
も
変
色
せ
ず
同
じ
サ
イ
ズ
で
安

定
し
て
生
産
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
ヘ
チ
マ
の
消
費
拡
大
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

問

ヘ
チ
マ
は
栄
養
素
と
し
て
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
含
ん
で
い
る
。
葉
酸
、
ビ

タ
ミ
ン
K
も
多
い
。
ビ
タ
ミ
ン
の

不
足
し
が
ち
な
妊
婦
や
高
齢
者
に

も
最
適
な
食
べ
物
で
あ
り
、
全
世

代
へ
好
ま
れ
る
食
材
で
あ
る
。

　
効
能
と
し
て
も
高
血
圧
予
防
、

肥
満
防
止
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、

腸
環
境
改
善
、
貧
血
予
防
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
南
風
原
町
が
誇
る
ヘ
チ
マ
に

関
し
て
、
今
ま
で
特
化
し
て
ヘ
チ

マ
の
み
で
予
算
策
定
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長
本
町
で
は
土
づ
く

り
奨
励
補
助
等
、
様
々
な
農
業
へ

対
応
し
た
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

ヘ
チ
マ
の
み
を
対
象
と
し
た
補
助

は
な
い
。

問

ヘ
チ
マ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
で

あ
っ
た
部
分
を
沖
縄
県
が
10
年
か

け
研
究
し
払
拭
し
た
。
本
町
で
し

か
で
き
な
い
研
究
や
加
工
開
発
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
ヘ
チ
マ
の
栄
養
素
や
効
能
を
生

か
し
町
民
の
健
康
課
題
に
ど
う
働

き
か
け
る
の
か
研
究
を
行
っ
た
り
、

介
護
食
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
、
災
害

食
に
加
工
を
し
た
り
抗
炎
症
作
用

の
あ
る
ヘ
チ
マ
で
、
化
粧
品
な
ど

の
開
発
を
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
が
本
町
を
盛
り
上
げ

る
原
動
力
に
な
る
と
考
え
る
。

　
ヘ
チ
マ
の
研
究
・
加
工
開
発
な

ど
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長
農
産
物
の
加
工
、

開
発
に
関
す
る
補
助
等
に
関
し
令

和
5
年
度
か
ら
沖
縄
県
で
新
た
に

始
ま
る
補
助
等
で
該
当
す
る
も
の

が
な
い
か
、
今
後
説
明
会
等
が
あ

る
た
め
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い

く
。

中
学
校
部
活
指
導
員
と

外
部
指
導
者
に
つ
い
て
問
う

問

現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

教
育
長
令
和
4
年
度
は
、部
活
動

指
導
員
4
名
、
外
部
指
導
員
28
名

を
委
嘱
し
て
い
る
。

問

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

令
和
5
年
度
は
23
名
の

部
活
動
指
導
員
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
令
和
7
年
度
末
を
目
途

に
、
全
部
活
動
で
休
日
に
お
け
る

部
活
動
指
導
員
の
活
用
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
外
部
指
導
者
の
活
用

も
中
学
校
と
連
携
し
推
進
し
て
い

く
。こ

ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

兼
本
ハ
イ
ツ
の
道
路
環
境
に
つ
い

て
。

かすり資料館等の�
構想はあるか
答　かすり資料館等の構想はない

金城 憲治 議員

一
般
質
問 

金
城 

憲
治 

議
員

問

か
す
り
資
料
館
等
の
構
想
は

あ
る
か
。
絣
の
貴
重
な
資
料
や
反

物
な
ど
、
後
世
に
伝
え
な
い
と
い

け
な
い
貴
重
な
絣
を
常
時
展
示
で

き
る
施
設
な
ど
が
必
要
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長
か
す
り
資
料
館
等

の
構
想
は
な
い
。
観
光
客
の
皆
様

に
は
、
ま
ず
か
す
り
会
館
の
展
示

ホ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問

琉
球
絣
と
南
風
原
花
織
後
継

者
育
成
事
業
の
研
修
内
容
は
ど
う

い
っ
た
も
の
か
。

産
業
振
興
課
長
琉
球
絣
後
継
者
事

業
の
内
容
は
、
琉
球
絣
の
従
事
者

に
必
要
な
総
合
的
知
識
と
製
織
技

術
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。
講
師

4
名
の
指
導
の
下
、
約
1
5
0
日

間
に
わ
た
り
実
施
す
る
。

　
南
風
原
花
織
後
継
者
育
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
南
風
原
花
織
の
製

作
に
あ
た
り
、全
行
程
の
技
術
、技

法
を
研
修
す
る
。
総
合
的
知
識
と

技
術
の
習
得
を
目
的
に
講
師
3
名

指
導
の
下
、
約
7
カ
月
に
わ
た
り
、

週
2
,3
回
の
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

本
町
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

に
つ
い
て
伺
う

問

本
町
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画

は
あ
る
か
。

教
育
長
花
・
水
・
緑
の
大
回
廊
公

園
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
で
の
南

風
原
町
主
催
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
計

画
は
な
い
が
、
過
去
に
イ
ベ
ン
ト

企
画
会
社
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

問

イ
ベ
ン
ト
企
画
会
社
が
主
催

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
何
回
行
わ
れ
た

か
。

教
育
総
務
課
長
令
和
4
年
度
に
実

施
し
た「
橋
コ
ン
」1
回
を
確
認
し

て
い
る
。

問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
、

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て
、
再

整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

今
ア
ー
バ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
わ

れ
、
色
々
な
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
様
々
な
方
が
来
る
。
そ
こ
に

地
域
の
活
性
化
や
振
興
と
い
っ
た

こ
と
が
図
れ
る
と
言
わ
れ
、
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
目
指
し

て
、
運
営
を
民
間
に
任
せ
る
と
か
、

民
間
を
活
用
し
な
が
ら
検
討
で
き

な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
協
会
な
ど
も
参
考
に
、
検
討
し

て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
本
町
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
。

•�

学
校
教
育
活
動
以
外
の
派
遣
に
つ

い
て
。

西銘 多紀子 議員一定サイズの 
美らヘチマ

後継者育成事業の様子
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一
般
質
問 

西
銘 

多
紀
子 

議
員

美
ら
ヘ
チ
マ
に�

つ
い
て
伺
う

答

　

�

消
費
拡
大
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

問

美
ら
ヘ
チ
マ
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長

美
ら
ヘ
チ
マ
は
加
熱
し

て
も
変
色
せ
ず
同
じ
サ
イ
ズ
で
安

定
し
て
生
産
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
ヘ
チ
マ
の
消
費
拡
大
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

問

ヘ
チ
マ
は
栄
養
素
と
し
て
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
含
ん
で
い
る
。
葉
酸
、
ビ

タ
ミ
ン
K
も
多
い
。
ビ
タ
ミ
ン
の

不
足
し
が
ち
な
妊
婦
や
高
齢
者
に

も
最
適
な
食
べ
物
で
あ
り
、
全
世

代
へ
好
ま
れ
る
食
材
で
あ
る
。

　
効
能
と
し
て
も
高
血
圧
予
防
、

肥
満
防
止
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、

腸
環
境
改
善
、
貧
血
予
防
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
南
風
原
町
が
誇
る
ヘ
チ
マ
に

関
し
て
、
今
ま
で
特
化
し
て
ヘ
チ

マ
の
み
で
予
算
策
定
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長
本
町
で
は
土
づ
く

り
奨
励
補
助
等
、
様
々
な
農
業
へ

対
応
し
た
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

ヘ
チ
マ
の
み
を
対
象
と
し
た
補
助

は
な
い
。

問

ヘ
チ
マ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
で

あ
っ
た
部
分
を
沖
縄
県
が
10
年
か

け
研
究
し
払
拭
し
た
。
本
町
で
し

か
で
き
な
い
研
究
や
加
工
開
発
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
ヘ
チ
マ
の
栄
養
素
や
効
能
を
生

か
し
町
民
の
健
康
課
題
に
ど
う
働

き
か
け
る
の
か
研
究
を
行
っ
た
り
、

介
護
食
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
、
災
害

食
に
加
工
を
し
た
り
抗
炎
症
作
用

の
あ
る
ヘ
チ
マ
で
、
化
粧
品
な
ど

の
開
発
を
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
が
本
町
を
盛
り
上
げ

る
原
動
力
に
な
る
と
考
え
る
。

　
ヘ
チ
マ
の
研
究
・
加
工
開
発
な

ど
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長
農
産
物
の
加
工
、

開
発
に
関
す
る
補
助
等
に
関
し
令

和
5
年
度
か
ら
沖
縄
県
で
新
た
に

始
ま
る
補
助
等
で
該
当
す
る
も
の

が
な
い
か
、
今
後
説
明
会
等
が
あ

る
た
め
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い

く
。

中
学
校
部
活
指
導
員
と

外
部
指
導
者
に
つ
い
て
問
う

問

現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

教
育
長
令
和
4
年
度
は
、部
活
動

指
導
員
4
名
、
外
部
指
導
員
28
名

を
委
嘱
し
て
い
る
。

問

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

令
和
5
年
度
は
23
名
の

部
活
動
指
導
員
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
令
和
7
年
度
末
を
目
途

に
、
全
部
活
動
で
休
日
に
お
け
る

部
活
動
指
導
員
の
活
用
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
外
部
指
導
者
の
活
用

も
中
学
校
と
連
携
し
推
進
し
て
い

く
。こ

ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

兼
本
ハ
イ
ツ
の
道
路
環
境
に
つ
い

て
。

かすり資料館等の�
構想はあるか
答　かすり資料館等の構想はない

金城 憲治 議員

一
般
質
問 

金
城 

憲
治 

議
員

問

か
す
り
資
料
館
等
の
構
想
は

あ
る
か
。
絣
の
貴
重
な
資
料
や
反

物
な
ど
、
後
世
に
伝
え
な
い
と
い

け
な
い
貴
重
な
絣
を
常
時
展
示
で

き
る
施
設
な
ど
が
必
要
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長
か
す
り
資
料
館
等

の
構
想
は
な
い
。
観
光
客
の
皆
様

に
は
、
ま
ず
か
す
り
会
館
の
展
示

ホ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問

琉
球
絣
と
南
風
原
花
織
後
継

者
育
成
事
業
の
研
修
内
容
は
ど
う

い
っ
た
も
の
か
。

産
業
振
興
課
長
琉
球
絣
後
継
者
事

業
の
内
容
は
、
琉
球
絣
の
従
事
者

に
必
要
な
総
合
的
知
識
と
製
織
技

術
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。
講
師

4
名
の
指
導
の
下
、
約
1
5
0
日

間
に
わ
た
り
実
施
す
る
。

　
南
風
原
花
織
後
継
者
育
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
南
風
原
花
織
の
製

作
に
あ
た
り
、全
行
程
の
技
術
、技

法
を
研
修
す
る
。
総
合
的
知
識
と

技
術
の
習
得
を
目
的
に
講
師
3
名

指
導
の
下
、
約
7
カ
月
に
わ
た
り
、

週
2
,3
回
の
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

本
町
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

に
つ
い
て
伺
う

問

本
町
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画

は
あ
る
か
。

教
育
長
花
・
水
・
緑
の
大
回
廊
公

園
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
で
の
南

風
原
町
主
催
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
計

画
は
な
い
が
、
過
去
に
イ
ベ
ン
ト

企
画
会
社
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

問

イ
ベ
ン
ト
企
画
会
社
が
主
催

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
何
回
行
わ
れ
た

か
。

教
育
総
務
課
長
令
和
4
年
度
に
実

施
し
た「
橋
コ
ン
」1
回
を
確
認
し

て
い
る
。

問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
、

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て
、
再

整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

今
ア
ー
バ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
わ

れ
、
色
々
な
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
様
々
な
方
が
来
る
。
そ
こ
に

地
域
の
活
性
化
や
振
興
と
い
っ
た

こ
と
が
図
れ
る
と
言
わ
れ
、
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
目
指
し

て
、
運
営
を
民
間
に
任
せ
る
と
か
、

民
間
を
活
用
し
な
が
ら
検
討
で
き

な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
協
会
な
ど
も
参
考
に
、
検
討
し

て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•
本
町
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
。

•�

学
校
教
育
活
動
以
外
の
派
遣
に
つ

い
て
。

西銘 多紀子 議員一定サイズの 
美らヘチマ

後継者育成事業の様子
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一
般
質
問 

新
垣 

善
之 

議
員

学
校
教
育
と�

地
域
福
祉
の
融
合
を

答

　

�

有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る

問

学
校
教
育
と
地
域
福
祉
を
融

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
層
的

支
援
体
制
が
確
立
で
き
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
長

有
意
義
で
あ
る
と
考
え

る
。問

子
ど
も
の
多
種
多
様
な
課
題

解
決
に
向
け
て
、S
S
W（
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
を
正

規
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

S
S
W
の
正
規
採
用
に

つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体
等
の
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。
現
在

は
、
各
小
中
学
校
に
1
名
の
教
育

相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
。

問

S
S
W
の
職
責
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
町
内
の
S
S
W
は

1
名
で
、
沖
縄
県
よ
り
配
置
さ
れ

て
い
る
。
学
校
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
家
庭
支
援
等
が
必
要
な
部

分
を
、
先
生
や
教
育
相
談
員
等
と

連
携
し
な
が
ら
家
庭
の
支
援
に
つ

な
げ
て
い
る
。

問

S
S
W
が
単
年
度
雇
用
だ
と
、

家
庭
の
実
態
を
把
握
す
る
だ
け
で

精
一
杯
で
あ
る
。
正
規
雇
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
課
題
や

状
況
を
中
・
長
期
的
に
各
機
関
と

連
携
し
、
課
題
解
決
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
現
在
も
各
機
関
と

連
携
し
、
各
種
委
員
会
が
主
催
と

な
り
、
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
開
き
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
S
S
W
の
正
規
採
用
に
つ
い

て
は
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
の
向
上
に
向
け
て

問

C
S
W（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）
を
正

規
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
正
規
採
用
に
つ
い
て
は
、社

協
の
運
営
全
体
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。

問

S
S
W
と
同
様
に
、
C
S
W

も
正
規
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
課
題
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
や

会
議
に
諮
る
こ
と
で
重
層
的
な
支

援
が
展
開
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
町
の
人
口
も
増
と
な
っ
て

い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
に
、社
協
へ
の
人
的
・
予
算
の

投
入
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

民
生
部
長
C
S
W
は
、
各
小
学
校

区
に
2
名
ず
つ（
計
8
名
）配
置
し

て
い
る
。
他
市
町
村
に
比
べ
、
と

て
も
充
実
し
て
い
る
。
社
協
全
体

の
事
業
運
営
の
中
で
、
必
要
な
予

算
を
確
保
し
、
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

防
災
計
画
を
着
実
に
実
行
せ
よ
。

•�

社
会
教
育
の
充
実
を
。

•�

財
政
健
全
化
計
画
の
総
括
を
問
う
。

安保３文書に対する�
町長の見解を問う
答　�国の安全保障に関する�

重要な文書であると認識している

新垣 善之 議員

一
般
質
問 

當
眞 

嗣
春 

議
員

當眞 嗣春 議員

問

1
9
1
5
年
の
安
保
法
制
で

「
戦
争
で
き
る
国
」か
ら
安
保
3
文

書
で「
戦
争
す
る
国
」へ
と
大
き
く

変
貌
し
た
。

　
那
覇
の
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
化
、

司
令
部
の
地
下
化
、
自
衛
隊
那
覇

病
院
の
地
下
化
、
沖
縄
市
の
自
衛

隊
弾
薬
庫
の
新
設
、
与
那
国
の
電

子
部
隊
新
設
、
新
た
な
ミ
サ
イ
ル

部
隊
の
用
地
取
得
な
ど
、「
こ
こ

沖
縄
で
戦
争
し
ま
す
」
と
言
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
ア
メ
リ

カ
に
追
随
し
、
こ
の
時
と
ば
か
り

に
、「
沖
縄
」を
差
し
出
す
。
ま
さ

に
、
令
和
の「
捨
て
石
」に
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
本
町
と
し
て
、「
安
保
3
文
書
」

の
撤
回
を
求
め
る
。
町
長
の
見
解

を
問
う
。

副
町
長

国
の
安
全
保
障
に
関
す

る
重
要
な
文
書
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
を
守
る
た
め
に
、
必

要
な
施
設
や
環
境
の
整
備
を
行
う

こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

平
和
の
実
現
の
た
め
に
は
、
武
力

で
は
な
く
、
外
交
努
力
に
よ
っ
て

安
全
を
保
障
す
る
こ
と
が
優
先
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
「
命ぬ

ち

ど
ぅ
宝
」
、
平
和
を
願

う
先
人
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

未
来
を
生
き
る
子
供
や
孫
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
未
来
を
創
造

す
る
た
め
に
、
沖
縄
を
二
度
と
戦

場
に
さ
せ
な
い
と
い
う
、
町
長
の

決
意
を
伺
う
。

町
長
二
度
と
沖
縄
を
戦
場
に
し

て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
、
沖
縄

県
民
す
べ
て
の
考
え
方
と
認
識
し

て
い
る
。
南
風
原
町
と
し
て
、
平

和
行
政
、
平
和
学
習
、
平
和
教
育
、

国
際
交
流
を
推
進
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

国
保
税
水
準
の
統
一
に
つ
い
て

本
町
の
対
応
を
問
う

問

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
は
、

国
保
の
構
造
的
問
題
を
解
決
す
る

ど
こ
ろ
か
、
逆
に
国
保
税
引
き
上

げ
に
他
な
ら
な
い
。
協
力
・
加
担

し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

国
保
年
金
課
長
国
は
被
保
険
者
へ

の
急
激
な
負
担
増
を
防
ぐ
た
め
に
、

激
変
緩
和
措
置
を
示
し
た
。
適
正

な
標
準
保
険
税
率
に
向
け
た
取
り

組
み
で
あ
る
。

問
「
急
激
な
負
担
増
を
防
ぐ
た

め
」
と
の
答
弁
だ
が
結
局
、
負

担
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

2
0
1
8
年
の
制
度
再
編
、
国
保

の
都
道
府
県
単
位
化
の
目
的
・
狙

い
は
な
に
か
。

民
生
部
長

全
世
代
対
応
型
の
社

会
保
障
制
度
の
構
築
と
見
直
し
で

あ
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

当
町
の
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
。

•
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
。

憲法九条の碑と平和の鐘

社協（上）と南風原中学校（下）

令和5年3月定例会　はえばる議会だより２２1号 18



一
般
質
問 

新
垣 

善
之 

議
員

学
校
教
育
と�

地
域
福
祉
の
融
合
を

答

　

�

有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る

問

学
校
教
育
と
地
域
福
祉
を
融

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
層
的

支
援
体
制
が
確
立
で
き
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
長

有
意
義
で
あ
る
と
考
え

る
。問

子
ど
も
の
多
種
多
様
な
課
題

解
決
に
向
け
て
、S
S
W（
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
を
正

規
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

S
S
W
の
正
規
採
用
に

つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体
等
の
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。
現
在

は
、
各
小
中
学
校
に
1
名
の
教
育

相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
。

問

S
S
W
の
職
責
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
町
内
の
S
S
W
は

1
名
で
、
沖
縄
県
よ
り
配
置
さ
れ

て
い
る
。
学
校
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
家
庭
支
援
等
が
必
要
な
部

分
を
、
先
生
や
教
育
相
談
員
等
と

連
携
し
な
が
ら
家
庭
の
支
援
に
つ

な
げ
て
い
る
。

問

S
S
W
が
単
年
度
雇
用
だ
と
、

家
庭
の
実
態
を
把
握
す
る
だ
け
で

精
一
杯
で
あ
る
。
正
規
雇
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
課
題
や

状
況
を
中
・
長
期
的
に
各
機
関
と

連
携
し
、
課
題
解
決
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
現
在
も
各
機
関
と

連
携
し
、
各
種
委
員
会
が
主
催
と

な
り
、
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
開
き
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
S
S
W
の
正
規
採
用
に
つ
い

て
は
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
の
向
上
に
向
け
て

問

C
S
W（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）
を
正

規
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
正
規
採
用
に
つ
い
て
は
、社

協
の
運
営
全
体
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。

問

S
S
W
と
同
様
に
、
C
S
W

も
正
規
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
課
題
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
や

会
議
に
諮
る
こ
と
で
重
層
的
な
支

援
が
展
開
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
町
の
人
口
も
増
と
な
っ
て

い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
に
、社
協
へ
の
人
的
・
予
算
の

投
入
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

民
生
部
長
C
S
W
は
、
各
小
学
校

区
に
2
名
ず
つ（
計
8
名
）配
置
し

て
い
る
。
他
市
町
村
に
比
べ
、
と

て
も
充
実
し
て
い
る
。
社
協
全
体

の
事
業
運
営
の
中
で
、
必
要
な
予

算
を
確
保
し
、
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

防
災
計
画
を
着
実
に
実
行
せ
よ
。

•�

社
会
教
育
の
充
実
を
。

•�

財
政
健
全
化
計
画
の
総
括
を
問
う
。

安保３文書に対する�
町長の見解を問う
答　�国の安全保障に関する�

重要な文書であると認識している

新垣 善之 議員

一
般
質
問 

當
眞 

嗣
春 

議
員

當眞 嗣春 議員

問

1
9
1
5
年
の
安
保
法
制
で

「
戦
争
で
き
る
国
」か
ら
安
保
3
文

書
で「
戦
争
す
る
国
」へ
と
大
き
く

変
貌
し
た
。

　
那
覇
の
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
化
、

司
令
部
の
地
下
化
、
自
衛
隊
那
覇

病
院
の
地
下
化
、
沖
縄
市
の
自
衛

隊
弾
薬
庫
の
新
設
、
与
那
国
の
電

子
部
隊
新
設
、
新
た
な
ミ
サ
イ
ル

部
隊
の
用
地
取
得
な
ど
、「
こ
こ

沖
縄
で
戦
争
し
ま
す
」
と
言
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
ア
メ
リ

カ
に
追
随
し
、
こ
の
時
と
ば
か
り

に
、「
沖
縄
」を
差
し
出
す
。
ま
さ

に
、
令
和
の「
捨
て
石
」に
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
本
町
と
し
て
、「
安
保
3
文
書
」

の
撤
回
を
求
め
る
。
町
長
の
見
解

を
問
う
。

副
町
長

国
の
安
全
保
障
に
関
す

る
重
要
な
文
書
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
を
守
る
た
め
に
、
必

要
な
施
設
や
環
境
の
整
備
を
行
う

こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

平
和
の
実
現
の
た
め
に
は
、
武
力

で
は
な
く
、
外
交
努
力
に
よ
っ
て

安
全
を
保
障
す
る
こ
と
が
優
先
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
「
命ぬ

ち

ど
ぅ
宝
」
、
平
和
を
願

う
先
人
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

未
来
を
生
き
る
子
供
や
孫
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
未
来
を
創
造

す
る
た
め
に
、
沖
縄
を
二
度
と
戦

場
に
さ
せ
な
い
と
い
う
、
町
長
の

決
意
を
伺
う
。

町
長
二
度
と
沖
縄
を
戦
場
に
し

て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
、
沖
縄

県
民
す
べ
て
の
考
え
方
と
認
識
し

て
い
る
。
南
風
原
町
と
し
て
、
平

和
行
政
、
平
和
学
習
、
平
和
教
育
、

国
際
交
流
を
推
進
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

国
保
税
水
準
の
統
一
に
つ
い
て

本
町
の
対
応
を
問
う

問

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
は
、

国
保
の
構
造
的
問
題
を
解
決
す
る

ど
こ
ろ
か
、
逆
に
国
保
税
引
き
上

げ
に
他
な
ら
な
い
。
協
力
・
加
担

し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

国
保
年
金
課
長
国
は
被
保
険
者
へ

の
急
激
な
負
担
増
を
防
ぐ
た
め
に
、

激
変
緩
和
措
置
を
示
し
た
。
適
正

な
標
準
保
険
税
率
に
向
け
た
取
り

組
み
で
あ
る
。

問
「
急
激
な
負
担
増
を
防
ぐ
た

め
」
と
の
答
弁
だ
が
結
局
、
負

担
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

2
0
1
8
年
の
制
度
再
編
、
国
保

の
都
道
府
県
単
位
化
の
目
的
・
狙

い
は
な
に
か
。

民
生
部
長

全
世
代
対
応
型
の
社

会
保
障
制
度
の
構
築
と
見
直
し
で

あ
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

当
町
の
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
。

•
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
。

憲法九条の碑と平和の鐘

社協（上）と南風原中学校（下）
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一
般
質
問 

大
宜
見 

洋
文 

議
員

労
働
者
協
同
組
合
法�

に
つ
い
て
問
う

答

　

�

調
査
研
究
は
行
っ
て
い
な
い

問

昨
年
施
行
の
労
働
者
協
同
組

合
法
を
調
査
研
究
し
て
い
る
か
。

副
町
長
行
っ
て
い
な
い
。

問

自
治
会
を
支
え
る
組
織
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
有

効
と
の
先
進
事
例
が
出
始
め
て
い

る
。
本
町
の
所
管
は
ど
の
課
か
。

副
町
長
産
業
振
興
課
で
あ
る
。

問

先
進
地
域
で
は
、
地
域
住
民

が
自
ら
出
資
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
、
自
治
会

の
支
援
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
本
町
の
自
治
会
役

員
の
成
り
手
不
足
解
消
や
、
新
規

会
員
の
掘
り
起
こ
し
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
県
労
働
政
策
課
か

ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
広
報
を

依
頼
さ
れ
て
い
る
。

問

働
く
人
た
ち
で
経
営
方
針
を

話
し
合
い
、
仕
事
内
容
や
給
料
を

決
め
る
働
き
方
で
、
社
会
保
険
も

適
用
さ
れ
る
。
中
に
は
正
社
員
並

み
の
給
料
を
実
現
し
た
り
、
売
り

上
げ
を
大
幅
に
回
復
で
き
た
仕
事

も
あ
り
、
世
界
で
約
30
ヵ
国
に
広

が
り
、
第
3
の
働
き
方
と
言
わ
れ

て
い
る
。
是
非
、
本
町
の
自
治
会

加
入
率
の
向
上
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
再
構
築
、
こ
の
制
度
の
調
査

研
究
を
続
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
区
長
会
に
限
定
し

た
説
明
で
は
な
く
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
報
し
、
相
談
が
あ

れ
ば
相
談
窓
口
等
を
案
内
す
る
。

不
登
校
児
童
生
徒

に
つ
い
て
問
う

問

本
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

を
伺
う
。

教
育
長

令
和
5
年
1
月
末
時
点

町
立
小
中
学
校
に
お
け
る
30
日
以

上
長
期
欠
席
し
て
い
る
児
童
生

徒
は
小
学
校
で
54
名
、
中
学
校
で

1
1
4
名
で
あ
る
。

問

不
登
校
に
至
る
要
因
は
何
か
。

教
育
長

長
期
欠
席
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
要
因
は
、
欠
席
者
数
の

う
ち
、
小
学
校
は
不
安
等
を
理
由

と
し
た
も
の
、
家
庭
に
関
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

校
で
は
不
安
等
を
理
由
と
し
た
も

の
、
体
調
不
良
等
も
含
め
た
そ
の

他
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

問

不
登
校
特
例
校
と
は
何
か
。

教
育
長

学
習
指
導
要
領
の
内
容

な
ど
に
捉
わ
れ
ず
、
不
登
校
の
状

態
に
あ
る
児
童
生
徒
の
実
態
に
配

慮
し
た
、
特
別
な
教
育
課
程
を
編

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
文
部
科

学
省
が
指
定
し
た
学
校
で
あ
る
。

問

本
町
に
も
設
置
可
能
か
。

教
育
長

設
置
は
可
能
だ
が
、
教

職
員
の
確
保
や
、
施
設
面
、
様
々

な
も
の
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

沖
縄
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

事務委託料の�
世帯別単価を見直せ
答　�自治会と協議しながら検討したい

岡崎 晋 議員

一
般
質
問 

岡
崎 

晋 

議
員

問

自
治
会
に
委
託
し
て
い
る
事

務
は
幾
つ
か
。
事
務
委
託
料
は
何

年
間
据
え
置
か
れ
、
世
帯
割
額
単

価
の
1
4
0
円
は
い
つ
か
ら
か
。

総
務
課
長

委
託
し
て
い
る
事
務

は
21
項
目
で
、
委
託
料
は
4
年
間

据
置
い
た
。
単
価
は
平
成
17
年
度

か
ら
変
わ
ら
な
い
。

問

マ
ン
シ
ョ
ン
と
戸
建
の
単
価

が
同
額
だ
が
、
戸
建
て
は
見
直
し

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

総
務
課
長
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

自
治
会
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

各
自
治
会
の
公
衆
街
路
灯

に
つ
い
て
問
う

問

街
灯
は
そ
こ
に
住
む
住
民
だ

け
の
為
で
は
な
い
。
加
入
率
が
減

り
続
け
る
自
治
会
の
街
灯
電
気
料

負
担
は
厳
し
く
、
実
態
調
査
を
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

自
治
会
に

現
状
周
知
も
兼
ね
て
実
態
調
査
を

検
討
し
た
い
。

問

ワ
ッ
ト
数
毎
に
課
金
料
が
違

う
が
、十
分
に
明
る
い
低
ワ
ッ
ト
数

の
電
球
に
替
え
る
た
め
、一
括
交
付

金
だ
け
で
な
く
環
境
省
の
補
助
金

等
を
活
用
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

新
し
い
事

業
が
活
用
で
き
る
か
、
自
治
会
の

負
担
軽
減
の
た
め
引
き
続
き
努
力

が
必
要
と
考
え
る
。

問

免
許
保
持
者
が
自
前
で
低

ワ
ッ
ト
数
の
電
球
に
換
え
て
も
、

工
事
会
社
作
成
の
申
請
書
が
な
い

と
沖
縄
電
力
は
課
金
是
正
に
応
じ

ず
、
交
換
後
も
従
前
の
高
い
ま
ま

の
自
治
会
が
あ
る
。
こ
の
是
正
の

た
め
、
行
政
は
支
援
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

基
本
的
に

自
治
会
の
責
任（
発
注
）で
取
替
え

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
灯
具
が

修
繕
に
至
る
と
い
う
状
況
で
あ
れ

ば
修
繕
事
項
と
し
て
、
町
の
補
助

金
を
活
用
し
て
是
正
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。

国
保
保
険
税
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
問
う

問

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

で
一
人
平
均
何
％
幾
ら
上
が
る
か
。

国
保
年
金
課
長

一
人
平
均
10
・

5
％
、
1
万
4
0
7
円
増
と
な
る
。

世
帯
毎
の
所
得
に
応
じ
て
2
割
・

5
割
・
7
割
の
軽
減
が
あ
り
、
全

体
の
63
％
が
こ
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
。
未
就
学
児
に
も
軽
減
措
置

が
あ
る
。
今
年
度
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
見
直
し
は
な
い
。

問

こ
れ
迄
の
一
般
会
計
か
ら
の

補
填
額
は
い
く
ら
か
。

国
保
年
金
課
長
高
齢
者
医
療
制
度

開
始
の
平
成
20
年
か
ら
15
年
間
で

31
億
6
千
万
円
を
補
填
し
た
。
令

和
5
年
度
も
約
2
億
4
千
万
円
の

補
填
を
見
込
ん
で
い
る
。

大宜見 洋文 議員

多種多様、大量の掲示物

ワーカーズコープ
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一
般
質
問 

大
宜
見 

洋
文 

議
員

労
働
者
協
同
組
合
法�

に
つ
い
て
問
う

答

　

�

調
査
研
究
は
行
っ
て
い
な
い

問

昨
年
施
行
の
労
働
者
協
同
組

合
法
を
調
査
研
究
し
て
い
る
か
。

副
町
長
行
っ
て
い
な
い
。

問

自
治
会
を
支
え
る
組
織
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
有

効
と
の
先
進
事
例
が
出
始
め
て
い

る
。
本
町
の
所
管
は
ど
の
課
か
。

副
町
長
産
業
振
興
課
で
あ
る
。

問

先
進
地
域
で
は
、
地
域
住
民

が
自
ら
出
資
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
、
自
治
会

の
支
援
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
本
町
の
自
治
会
役

員
の
成
り
手
不
足
解
消
や
、
新
規

会
員
の
掘
り
起
こ
し
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
県
労
働
政
策
課
か

ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
広
報
を

依
頼
さ
れ
て
い
る
。

問

働
く
人
た
ち
で
経
営
方
針
を

話
し
合
い
、
仕
事
内
容
や
給
料
を

決
め
る
働
き
方
で
、
社
会
保
険
も

適
用
さ
れ
る
。
中
に
は
正
社
員
並

み
の
給
料
を
実
現
し
た
り
、
売
り

上
げ
を
大
幅
に
回
復
で
き
た
仕
事

も
あ
り
、
世
界
で
約
30
ヵ
国
に
広

が
り
、
第
3
の
働
き
方
と
言
わ
れ

て
い
る
。
是
非
、
本
町
の
自
治
会

加
入
率
の
向
上
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
再
構
築
、
こ
の
制
度
の
調
査

研
究
を
続
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
区
長
会
に
限
定
し

た
説
明
で
は
な
く
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
報
し
、
相
談
が
あ

れ
ば
相
談
窓
口
等
を
案
内
す
る
。

不
登
校
児
童
生
徒

に
つ
い
て
問
う

問

本
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

を
伺
う
。

教
育
長

令
和
5
年
1
月
末
時
点

町
立
小
中
学
校
に
お
け
る
30
日
以

上
長
期
欠
席
し
て
い
る
児
童
生

徒
は
小
学
校
で
54
名
、
中
学
校
で

1
1
4
名
で
あ
る
。

問

不
登
校
に
至
る
要
因
は
何
か
。

教
育
長

長
期
欠
席
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
要
因
は
、
欠
席
者
数
の

う
ち
、
小
学
校
は
不
安
等
を
理
由

と
し
た
も
の
、
家
庭
に
関
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

校
で
は
不
安
等
を
理
由
と
し
た
も

の
、
体
調
不
良
等
も
含
め
た
そ
の

他
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

問

不
登
校
特
例
校
と
は
何
か
。

教
育
長

学
習
指
導
要
領
の
内
容

な
ど
に
捉
わ
れ
ず
、
不
登
校
の
状

態
に
あ
る
児
童
生
徒
の
実
態
に
配

慮
し
た
、
特
別
な
教
育
課
程
を
編

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
文
部
科

学
省
が
指
定
し
た
学
校
で
あ
る
。

問

本
町
に
も
設
置
可
能
か
。

教
育
長

設
置
は
可
能
だ
が
、
教

職
員
の
確
保
や
、
施
設
面
、
様
々

な
も
の
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

沖
縄
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

事務委託料の�
世帯別単価を見直せ
答　�自治会と協議しながら検討したい

岡崎 晋 議員

一
般
質
問 

岡
崎 

晋 

議
員

問

自
治
会
に
委
託
し
て
い
る
事

務
は
幾
つ
か
。
事
務
委
託
料
は
何

年
間
据
え
置
か
れ
、
世
帯
割
額
単

価
の
1
4
0
円
は
い
つ
か
ら
か
。

総
務
課
長

委
託
し
て
い
る
事
務

は
21
項
目
で
、
委
託
料
は
4
年
間

据
置
い
た
。
単
価
は
平
成
17
年
度

か
ら
変
わ
ら
な
い
。

問

マ
ン
シ
ョ
ン
と
戸
建
の
単
価

が
同
額
だ
が
、
戸
建
て
は
見
直
し

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

総
務
課
長
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

自
治
会
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

各
自
治
会
の
公
衆
街
路
灯

に
つ
い
て
問
う

問

街
灯
は
そ
こ
に
住
む
住
民
だ

け
の
為
で
は
な
い
。
加
入
率
が
減

り
続
け
る
自
治
会
の
街
灯
電
気
料

負
担
は
厳
し
く
、
実
態
調
査
を
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

自
治
会
に

現
状
周
知
も
兼
ね
て
実
態
調
査
を

検
討
し
た
い
。

問

ワ
ッ
ト
数
毎
に
課
金
料
が
違

う
が
、十
分
に
明
る
い
低
ワ
ッ
ト
数

の
電
球
に
替
え
る
た
め
、一
括
交
付

金
だ
け
で
な
く
環
境
省
の
補
助
金

等
を
活
用
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

新
し
い
事

業
が
活
用
で
き
る
か
、
自
治
会
の

負
担
軽
減
の
た
め
引
き
続
き
努
力

が
必
要
と
考
え
る
。

問

免
許
保
持
者
が
自
前
で
低

ワ
ッ
ト
数
の
電
球
に
換
え
て
も
、

工
事
会
社
作
成
の
申
請
書
が
な
い

と
沖
縄
電
力
は
課
金
是
正
に
応
じ

ず
、
交
換
後
も
従
前
の
高
い
ま
ま

の
自
治
会
が
あ
る
。
こ
の
是
正
の

た
め
、
行
政
は
支
援
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

基
本
的
に

自
治
会
の
責
任（
発
注
）で
取
替
え

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
灯
具
が

修
繕
に
至
る
と
い
う
状
況
で
あ
れ

ば
修
繕
事
項
と
し
て
、
町
の
補
助

金
を
活
用
し
て
是
正
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。

国
保
保
険
税
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
問
う

問

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

で
一
人
平
均
何
％
幾
ら
上
が
る
か
。

国
保
年
金
課
長

一
人
平
均
10
・

5
％
、
1
万
4
0
7
円
増
と
な
る
。

世
帯
毎
の
所
得
に
応
じ
て
2
割
・

5
割
・
7
割
の
軽
減
が
あ
り
、
全

体
の
63
％
が
こ
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
。
未
就
学
児
に
も
軽
減
措
置

が
あ
る
。
今
年
度
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
見
直
し
は
な
い
。

問

こ
れ
迄
の
一
般
会
計
か
ら
の

補
填
額
は
い
く
ら
か
。

国
保
年
金
課
長
高
齢
者
医
療
制
度

開
始
の
平
成
20
年
か
ら
15
年
間
で

31
億
6
千
万
円
を
補
填
し
た
。
令

和
5
年
度
も
約
2
億
4
千
万
円
の

補
填
を
見
込
ん
で
い
る
。

大宜見 洋文 議員

多種多様、大量の掲示物

ワーカーズコープ
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観
光
振
興
及
び�

産
業
振
興
を
問
う

答

　

�

事
例
等
を
収
集
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く 一

般
質
問 

石
垣 

大
志 

議
員

問

本
町
の
観
光
振
興
及
び
産
業

振
興
に
つ
い
て
伺
う
。
国
道
高
架

下
空
間
の
有
効
活
用
に
関
し
、
今

後
南
風
原
バ
イ
パ
ス
や
南
部
東
道

路
等
の
新
た
な
道
路
が
増
え
て
く

る
中
で
、
高
架
下
空
間
の
有
効
活

用
は
、
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
本
町
の

見
解
を
伺
う
。

副
町
長

南
風
原
バ
イ
パ
ス
等
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。問

南
風
原
バ
イ
パ
ス
、
南
部
東

道
路
の
桁
下
に
つ
い
て
公
園
以
外

の
活
用
も
検
討
は
で
き
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

占
用
の
一

定
条
件
を
満
た
す
の
で
あ
れ
ば
、

検
討
は
出
来
る
。
南
部
東
道
路
に

つ
い
て
は
、
現
在
設
計
段
階
で
あ

り
、
既
存
の
公
園
整
備
も
踏
ま
え
、

検
討
す
る
。

問

色
々
な
選
択
肢
を
持
っ
て
観

光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

東
京
都
の
小
金
井
市
で
は
、
J
R

中
央
線
の
桁
下
を
活
用
し
、
コ
ン

テ
ナ
を
並
べ
、
様
々
な
テ
ナ
ン
ト

を
募
集
し
、
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
、

雑
貨
屋
等
、
多
様
な
商
業
地
域
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。
南
部
東
道

路
や
、
南
風
原
バ
イ
パ
ス
に
関
し

て
も
、テ
ナ
ン
ト
を
設
置
し
、町
内

の
事
業
者
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
貸

付
け
を
行
う
事
は
可
能
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

本
町
の
関

連
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
国
道
と

県
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
占
用
条
件
と
し
て
は
、

公
共
性
と
か
公
益
性
が
伴
う
も
の

に
限
る
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化

に
つ
い
て
問
う

問

道
路
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
へ

の
取
り
組
み
は
、
本
町
の
観
光
振

興
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

道
路
空
間

の
オ
ー
プ
ン
化
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
全
国
的
に
事
例
が

多
数
あ
る
。
幹
線
道
路
の
沿
道
等

で
飲
食
店
が
立
ち
並
び
、
テ
ラ
ス

席
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
と
し
て
活

用
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
や
住
民
の
交

流
の
場
を
含
め
、
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

事
例
等
を
収
集
し
、
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

問

道
路
の
歩
道
空
間
に
飲
食
店

の
テ
ラ
ス
席
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
ず

ら
っ
と
並
ん
で
い
る
。そ
の
よ
う
な

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
を
作
っ
て
ほ

し
い
。こ
の
道
路
空
間
の
オ
ー
プ
ン

化
へ
の
取
り
組
み
を
県
道
2
4
1

号
線
に
活
用
で
き
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

県
の
管
轄

に
な
る
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、

取
り
組
む
。

マネジメント強化で�
行政の高度化を
答　�職員全体で改革を進めていく

石垣 大志 議員

一
般
質
問 

玉
城 

陽
平 

議
員

玉城 陽平 議員

問

多
様
な
人
材
の
活
用
で
組
織

力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

町
長
こ
れ
ま
で
の
職
員
派
遣
に

加
え
、
今
後
は
国
・
県
へ
の
派
遣
、

民
間
と
の
交
流
も
検
討
す
る
。

問

目
標
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

重
要
で
あ
る
。
体
系
化
を
目
指
し
、

人
材
育
成
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長
P
Ｄ
C
A
を
進
め
、人
事
評

価
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。
職
員
全

体
で
改
革
を
進
め
て
い
く
。

問

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
活
用
で
事

業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
べ
き

と
考
え
る
。
D
X
に
よ
る
デ
ー
タ

活
用
で
行
政
の
高
度
化
を
図
っ
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

町
長
事
業
の
目
的
・
効
果
・
結
果

を
把
握
し
や
す
く
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
導
入
し
、検
討
す
る
。Ｄ
X

推
進
と
も
つ
な
げ
る
。

問

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
、
組
織
貢
献
、

取
り
組
み
の
見
え
る
化
が
必
要
で
、

こ
こ
の
D
X
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。

町
長
各
部
署
と
人
事
の
連
携
、

ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
が
重
要
で
あ

る
。
見
え
る
化
は
全
体
で
は
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
。
検
討
し
良
い
形

に
し
て
い
く
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
。地
域
活
動
の
情
報
集
約
、発

信
強
化
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

町
長
企
画
財
政
課
を
窓
口
と
し

て
、
先
進
事
例
を
見
な
が
ら
本
町

に
あ
っ
た
形
を
考
え
た
い
。

社
会
教
育
専
門
職
の

配
置
強
化
を

問

協
働
の
観
点
か
ら
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
社
会
教

育
の
取
組
み
を
問
う
。

教
育
長

地
域
課
題
解
決
の
学
習

を
連
携
し
て
行
っ
た
。
民
間
と
の

積
極
的
な
連
携
も
進
め
た
い
。

問

現
状
の
取
り
組
み
が
届
か
な

い
層
へ
の
打
ち
手
の
策
定
、
既
存

の
活
動
の
発
信
強
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長

今
後
も
調
査
研
究
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

問

専
門
職
育
成
の
た
め
に
職
員

の
社
会
教
育
主
事
講
習
の
受
講
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
司
書
の
正
規

化
、
人
員
の
拡
充
を
求
め
た
い
が

ど
う
か
。

教
育
長

受
講
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。
図
書
館
の
人
材
確
保
も
努

力
す
る
。

問

図
書
館
は
ま
ち
づ
く
り
の
知

の
拠
点
と
し
て
重
要
で
、
首
長
部

局
と
の
連
携
も
強
め
て
い
く
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

町
長
今
後
の
連
携
の
あ
り
方
を

調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

高架下店舗リニューアル後の神戸市サンキタ通り
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観
光
振
興
及
び�

産
業
振
興
を
問
う

答

　

�

事
例
等
を
収
集
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く 一

般
質
問 

石
垣 

大
志 

議
員

問

本
町
の
観
光
振
興
及
び
産
業

振
興
に
つ
い
て
伺
う
。
国
道
高
架

下
空
間
の
有
効
活
用
に
関
し
、
今

後
南
風
原
バ
イ
パ
ス
や
南
部
東
道

路
等
の
新
た
な
道
路
が
増
え
て
く

る
中
で
、
高
架
下
空
間
の
有
効
活

用
は
、
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
本
町
の

見
解
を
伺
う
。

副
町
長

南
風
原
バ
イ
パ
ス
等
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。問

南
風
原
バ
イ
パ
ス
、
南
部
東

道
路
の
桁
下
に
つ
い
て
公
園
以
外

の
活
用
も
検
討
は
で
き
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

占
用
の
一

定
条
件
を
満
た
す
の
で
あ
れ
ば
、

検
討
は
出
来
る
。
南
部
東
道
路
に

つ
い
て
は
、
現
在
設
計
段
階
で
あ

り
、
既
存
の
公
園
整
備
も
踏
ま
え
、

検
討
す
る
。

問

色
々
な
選
択
肢
を
持
っ
て
観

光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

東
京
都
の
小
金
井
市
で
は
、
J
R

中
央
線
の
桁
下
を
活
用
し
、
コ
ン

テ
ナ
を
並
べ
、
様
々
な
テ
ナ
ン
ト

を
募
集
し
、
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
、

雑
貨
屋
等
、
多
様
な
商
業
地
域
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。
南
部
東
道

路
や
、
南
風
原
バ
イ
パ
ス
に
関
し

て
も
、テ
ナ
ン
ト
を
設
置
し
、町
内

の
事
業
者
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
貸

付
け
を
行
う
事
は
可
能
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

本
町
の
関

連
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
国
道
と

県
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
占
用
条
件
と
し
て
は
、

公
共
性
と
か
公
益
性
が
伴
う
も
の

に
限
る
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化

に
つ
い
て
問
う

問

道
路
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
へ

の
取
り
組
み
は
、
本
町
の
観
光
振

興
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

道
路
空
間

の
オ
ー
プ
ン
化
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
全
国
的
に
事
例
が

多
数
あ
る
。
幹
線
道
路
の
沿
道
等

で
飲
食
店
が
立
ち
並
び
、
テ
ラ
ス

席
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
と
し
て
活

用
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
や
住
民
の
交

流
の
場
を
含
め
、
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

事
例
等
を
収
集
し
、
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

問

道
路
の
歩
道
空
間
に
飲
食
店

の
テ
ラ
ス
席
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
ず

ら
っ
と
並
ん
で
い
る
。そ
の
よ
う
な

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
を
作
っ
て
ほ

し
い
。こ
の
道
路
空
間
の
オ
ー
プ
ン

化
へ
の
取
り
組
み
を
県
道
2
4
1

号
線
に
活
用
で
き
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

県
の
管
轄

に
な
る
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、

取
り
組
む
。

マネジメント強化で�
行政の高度化を
答　�職員全体で改革を進めていく

石垣 大志 議員

一
般
質
問 

玉
城 

陽
平 

議
員

玉城 陽平 議員

問

多
様
な
人
材
の
活
用
で
組
織

力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

町
長
こ
れ
ま
で
の
職
員
派
遣
に

加
え
、
今
後
は
国
・
県
へ
の
派
遣
、

民
間
と
の
交
流
も
検
討
す
る
。

問

目
標
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

重
要
で
あ
る
。
体
系
化
を
目
指
し
、

人
材
育
成
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長
P
Ｄ
C
A
を
進
め
、人
事
評

価
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。
職
員
全

体
で
改
革
を
進
め
て
い
く
。

問

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
活
用
で
事

業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
べ
き

と
考
え
る
。
D
X
に
よ
る
デ
ー
タ

活
用
で
行
政
の
高
度
化
を
図
っ
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

町
長
事
業
の
目
的
・
効
果
・
結
果

を
把
握
し
や
す
く
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
導
入
し
、検
討
す
る
。Ｄ
X

推
進
と
も
つ
な
げ
る
。

問

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
、
組
織
貢
献
、

取
り
組
み
の
見
え
る
化
が
必
要
で
、

こ
こ
の
D
X
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。

町
長
各
部
署
と
人
事
の
連
携
、

ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
が
重
要
で
あ

る
。
見
え
る
化
は
全
体
で
は
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
。
検
討
し
良
い
形

に
し
て
い
く
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
。地
域
活
動
の
情
報
集
約
、発

信
強
化
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

町
長
企
画
財
政
課
を
窓
口
と
し

て
、
先
進
事
例
を
見
な
が
ら
本
町

に
あ
っ
た
形
を
考
え
た
い
。

社
会
教
育
専
門
職
の

配
置
強
化
を

問

協
働
の
観
点
か
ら
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
社
会
教

育
の
取
組
み
を
問
う
。

教
育
長

地
域
課
題
解
決
の
学
習

を
連
携
し
て
行
っ
た
。
民
間
と
の

積
極
的
な
連
携
も
進
め
た
い
。

問

現
状
の
取
り
組
み
が
届
か
な

い
層
へ
の
打
ち
手
の
策
定
、
既
存

の
活
動
の
発
信
強
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長

今
後
も
調
査
研
究
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

問

専
門
職
育
成
の
た
め
に
職
員

の
社
会
教
育
主
事
講
習
の
受
講
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
司
書
の
正
規

化
、
人
員
の
拡
充
を
求
め
た
い
が

ど
う
か
。

教
育
長

受
講
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。
図
書
館
の
人
材
確
保
も
努

力
す
る
。

問

図
書
館
は
ま
ち
づ
く
り
の
知

の
拠
点
と
し
て
重
要
で
、
首
長
部

局
と
の
連
携
も
強
め
て
い
く
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

町
長
今
後
の
連
携
の
あ
り
方
を

調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。
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体
験
の
風
を
起
こ
そ
う宮城 

弘
子

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
南
風
原
第
一
団

南風原町功労・善行賞及び
沖縄一・日本一表彰式

   

（
担
当
／
広
報
委
員

　新
垣
善
之
）

表紙の題字・写真をお寄せください

連絡先：議会事務局 TEL.889-3097
　

FAX. 889-4499
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

次回定例会の開会予定
６月６日（火） 午前10:00

※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

　「
お
い
し
い
、
す
ご
く
お
い
し

い
！
」
収
穫
し
た
ば
か
り
の
焼
き

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
「
ホ
ク
ホ
ク
し
て

る
ね
」
「
薪
の
香
り
も
い
い
ね
」

と
保
護
者
も
大
満
足
で
す
。

　さ
て
、３
月
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

活
動
は
11
月
に
植
え
付
け
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
収
穫
し
、焼
き
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
小
学
５
年
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
り

小
学
６
年
生
〜
中
学
生
の
ボ
ー
イ

隊
が
畑
の
薪
を
集
め
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ス
タ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
火
を
起
こ

し
ま
す
。大
人
は
見
守
り
に
徹
し
ま

す
。「
そ
ろ
そ
ろ
焼
け
た
か
な
？
」

ボ
ー
イ
隊
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

美
味
し
く
焼
き
あ
が
り
片
付
け
ま

で
し
っ
か
り
出
来
ま
し
た
。
焦
げ

焦
げ
は
ご
愛
敬
で
す
。
子
ど
も
達

が
張
り
切
っ
て
動
く
姿
に
１
年
の

成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
が
で

き
る
南
風
原
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　南風原町功労・善行賞及び沖縄一・日本
一表彰式が令和5年3月30日に開催され、6
名の前議員の皆様が授章されました。
※功労表彰：町議会議員の職にあって12年以上の
　在籍の者

（左から）
金城好春（20年在籍）
宮城寛諄（32年在籍）
大城真孝（32年在籍）

玉城　勇（22年在籍）
大城　毅（24年在籍）
宮城清政（17年在籍）

受賞受賞

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

編

集
後

記

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
分
類
が
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
。
経
済
や
学
校
、
地
域
や

文
化
的
活
動
が
元
の
様
式
に
戻
る
。

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
で
、
給
食
や

行
事
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
表

情
・
表
現
力
を
豊
か
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
す
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
。

　３
年
間
の
財
政
健
全
化
計
画
を

終
え
、
国
保
特
別
会
計
の
累
積
赤

字
を
解
消
し
、
財
政
調
整
基
金
も

目
標
額
以
上
に
確
保
で
き
た
。
今

年
度
か
ら
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

も
必
要
な
予
算
を
配
分
し
、
元
通

り
の
運
営
が
期
待
さ
れ
る
。
子
育

て
環
境
で
は
、
出
産
育
児
一
時
金

が
50
万
円
へ
増
額
、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
の
増
設
、
高
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
助
成
な
ど
充
実
し
た

支
援
体
制
が
期
待
さ
れ
る
。

　今
年
度
も
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
基
に
、
皆
様
の
活
躍
を
祈
念
し

た
い
。

は
え
ば
る
議
会
だ
よ
り
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高架下のスケボーパーク!
昨年はアーバンスポーツの
イベント「橋コン」も開催され大盛況!
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